日英同時通訳コーパスを用いた連体修飾節の訳出方略に関する研究 by 千葉  紀子
日英同時通訳コーパスを用いた連体修飾節の訳出方
略に関する研究
著者 千葉  紀子
学位授与機関 Tohoku University
URL http://hdl.handle.net/10097/55478
 平成 24年度（2012年）修士論文 
 
 
 
日英同時通訳コーパスを用いた 
連体修飾節の訳出方略に関する研究 
Corpus-based Research of Japanese-English 
Simultaneous Interpreting Strategies for 
Noun-Modifying Clauses 
 
 
 
 
国際文化研究科 
国際文化交流論専攻 
（言語コミュニケーション論） 
A9KM1011 千葉 紀子 
 
 
 1 
日英同時通訳コーパスを用いた連体修飾節の訳出方略に関する研究 
国際文化交流論専攻（言語コミュニケーション論） 
A9KM1011 千葉 紀子 
1. 研究の背景と目的 
 翻訳という作業は違言語話者間でのバーバルコミュニケーションを円滑にするために必須の
ものであるが、中でも人と人が直接に対峙した状況での第三者による翻訳作業、すなわち同時通
訳の社会的ニーズは確実に増加してきた。講演会・国際会議等で利用される一方向の同時通訳は
その一態様である。同時通訳においては、話者の発話タイミングから可能な限り遅延を最小限に
して、瞬時に聴衆・聞き手に伝達する必要があり、同時性が損なわれると、円滑なコミュニケー
ションを損なうという結果をもたらす。そのため、構文的自然さや訳文としての洗練性はある程
度犠牲にしつつ、いかに時間的遅延を発生せずに担当話者に伝えるか、という一般の書籍翻訳や
逐次通訳では見られない問題点があり、そのスキルの研鑽が重要である。 
 同時性維持のために問題となるのが、二言語間の文法構造の相違である。典型例として、日本
語と朝鮮語は文法構造が極めて大きな類似性を有し、多少の誤解を恐れずに極論すれば「単語の
置換」で済み、同時通訳による遅延は殆ど生じない。一方で日本語と英語を例に取れば、日本語
が持つ SOV 型構文、後置型助詞・副助詞による格決定、前置型修飾という特徴に対し、英語で
は SVO 型構文、前置詞の存在、後置型修飾という、いわば逆順の文法構造を持つ。これが特に
「日英・英日同時通訳」における同時性維持の大きな障壁の所以となっている。このような社会
的背景から本論文では、日英同時通訳の同時性維持の方略を題材として選定した。 
 
2. 日英同時通訳における追従戦略 
日英同時通訳においては前項で指摘した通り文法構造に大きな差異があるため、同時通訳で 
の同時性を維持して訳出し、通訳者が話者の発話に追従し続けることは容易ではない。本研
究では、中でも発話が長くなればなるほど同時性維持が厳しくなることが予想される連体修
飾節の訳出方略を対象とした。連体修飾節の構造を振り返ると以下のようになる。 
(1) 日本語：修飾部＋主要部 
英語：主要部＋修飾部 
 日本語・英語の文法構造の相違で語順の逆順性が見られる典型的な例であるといえる、例とし
て想定される同時通訳例について概観する。 
 (2) 英日同時通訳の例: 
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  原文: "A brand-new computer on the desk which my father gave me on my birthday   
 doesn't work now." 
同時通訳例(a): 「父から誕生日にもらった、机上にある真新しいコンピュータは今故障して
います。」 
同時通訳例(b): 「机上にある真新しいコンピュータですね、これは父から誕生日にもらった
ものなんですが、今故障しています。」 
この英日同時通訳では、(a)のように比較的洗練された訳出は、原文の殆ど全てを聴き終わった
あと、記憶に基づいて訳出する必要があり、一文単位の翻訳遅延が生じる。(b)では語順の洗練性
は無いが、助詞等により致命的な間違いはほとんど無く、聞き手の誤解は最小限である。このよ
うな通訳方略を「順送り」という。このように「日英」の方向では最悪でも順送り訳出で決定的
な問題は生じにくいと言える。 
 一方、日英の方向では例として次のようになろう。 
 (3) 原文: 「父から誕生日にもらった、机上にある真新しいコンピュータは今故障しています。」 
同時通訳例(d): "A brand-new computer on the desk which my father gave me on my 
birthday doesn't work now." 
同時通訳例(e): "My father gave me a brand-new computer, and it’s on the desk, which 
doesn’t work now."  
この例では、日本語では主語である「コンピュータ」がかなり文末 (節の末) に出現するのに
対し、英語の主語"computer"は文の先頭近く (名詞節の先頭近く) に提示する必要がある。この
ため、意味が通る訳出にするためには原文の主語が「コンピュータ」であることが分かってから
訳出開始する必要があり、これが大きな遅延をもたらす。ここで示したように、特に長い連体修
飾節の訳出方略は、同時性維持と洗練性維持の二律背反的な要素の代表である。そこで本研究で
は日英同時通訳における連体修飾節の訳出方略について、統計結果に基づいた傾向分析を行う。
連体修飾節の訳出は、逆順変換が頻出して同時性維持の大きな妨げとなっている。そこで、連体
修飾節の訳出方法として、二つの方略に注目する。すなわち、「順送り」と「意図的遅延」による
ものである。起点言語の語順に即した訳出（順送り）を SLS (Source Language Specific)、目標
言語の語順に即した訳出を TLS (Target Language Specific)として分類する。 
ここでは連体修飾節を例として示したが、他の名詞節、副詞節でも類似した問題があり、やは 
り「英日」同時通訳に比較して「日英」同時通訳が困難である。 
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3. 連体修飾節への対応方略法の調査・分析 
より同時性維持が困難となる日英同時通訳を扱い、連体修飾節を統計的に分析するた
めに同時通訳コーパスから次の分類による訳出パターンを抽出した。訳出が SLS であるか TLS
であるかの判断は、主要部と修飾部の位置で決定した。連体修飾節の訳出が目標言語である英語
の語順（主要部＋修飾部）で訳出されている場合は TLSであり、起点言語である日本語の語順の
まま（修飾部＋主要部）で訳出されている場合は SLS として分類。話者の話す連体修飾節の修飾
部が長くなればなるほど、通訳者は主要部が発話されるまで待ち、TLSで訳出するのが困難とな
ることが予想され、訳出遅延がどんどん大きくなってしまう。同時性を保持するために SLS がど
の程度使用されているのかを探る。翻訳や逐次通訳に比べると、SLSが比較的多く現れるのは同
時通訳に特化した現象であると言える。 
名古屋大学同時通訳コーパス（データベース）を利用して話者（起点言語）の発話データより
連体修飾節を抽出し、対訳である日英同時通訳者（目標言語）の発話データを調べた結果、抽出
された連体修飾節合計で 139あり、SLS が 44 件、TLS が 95 件であった。訳出方略区分の比
率とすると、SLSが 32％、TLS が 68％である。 
その上で、連体修飾節の時間的長さと形態素の数を調べた結果、TLS は発話時間が 5 秒くら
いの連体修飾節がもっとも多く、18％を占めている。しかし、SLS はそれほど特定の発話時
間に集中している傾向は無く、4 秒台、5 秒台、7 秒台、8 秒台に 11％ほど分布している。
TLS は 19 秒台という非常に長い時間をかけて発話された連体修飾節にも見られたものの、6
秒台を境にして減少している傾向がある。発話平均時間は、SLSが 8.92秒、TLS が 6.34 秒
であった。形態素数については、TLS が形態素数 11～15 個の段階にもっとも多く発生して
いる。SLS にはそれほど特定の集中傾向は見られない。形態素が 11 個という比較的短文の
場合でも SLS で訳す場合が見られた。連体修飾節の平均形態素数は、SLS が 20 個、TLS が
15 個であった。 
 連体修飾節の発話時間及び形態素数別発生頻度分布において、TLS 群と SLS 群の間に有
意差があるのかを調べるために多群比較に利用される ANOVA（Analysis of Variance）検定
を行い、結果として時間的長さでは p＝0.001、形態素数では p＝0.004 となり、p＜0.05 の
条件を満たすため有意差が見られる。連体修飾節の発話時間の長さ及び形態素数が同時通訳
者にとって訳出方略を選択する理由となっていることが明らかになった。 
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4. 連体修飾節訳出方略の選択に関わる他の要因 
しかしながら、連体修飾節の発話時間の長さ及び形態素数での統計だけでは例外も多く、 
この理由だけで訳出方略を結論付けるには確証に欠ける。そこで、訳出方略に関わる更なる
要因として訳出オーバーラップ時間の問題を取り上げた。１文目を話者が話し始め、少し遅
れて通訳者が訳出を始めるが、話者が 2 文目を発話し始めても、通訳者はまだ 1 文目の訳出
をしているという状況が同時通訳ではよく起こる。このように、前文の訳出が話者による次
の文の発話に重なる時間のことを本論文では「訳出オーバーラップ時間」と呼ぶ。このオー
バーラップ時間が長くなればなるほど通訳者への記憶力と集中力の負担が大きくなる。通訳
者は SLSの順送り訳出を駆使したほうが順調に訳出は進行するが、この訳出オーバーラップ
時間が大きい場合は TLS の訳出方略を選ばざるを得ない。 
全連体修飾節の前文からの訳出オーバーラップ時間の長さを計測した結果、平均オーバー
ラップ時間は、SLS が 2.50 秒、TLSが 3.42 秒であり、オーバーラップ時間が長ければ長い
ほど TLS 方略が選択されて、オーバーラップ時間が短いほど SLS 方略が選択されるという
傾向が見られる。SLSにおいては、0 秒から 1 秒台のオーバーラップ時間後に最も発生して
おり、ほぼオーバーラップ時間が無いという状況のときにこの訳出方略が選ばれていること
になる。SLS に比べると、TLS のほうがわりと広く分布しているが、1 秒台、2 秒台、6 秒
台のオーバーラップ時間後に多く発生している。しかしながら、オーバーラップ時間がマイ
ナスの値も見受けられ、これは話者が発話を開始する前に通訳者が対象となる訳出を開始し
ている例である。要因としては、通訳者が話者の発話内容を予測して訳出を開始しているか、
あるいは話者の発話原稿を持って通訳者が訳出しているかのどちらかであると考えられる。
つまり、通訳者はある程度推測力も駆使して話者の発話に追従していることもわかる。 
 
5. 結論 
 日英同時通訳における連体修飾節の訳出方略選択については、時間的長さ、形態素数、
前文との訳出オーバーラップ時間の全てが要因となっていることがわかった。本研究で対象
としている連体修飾節の訳出方略については、同時通訳の訳出パターンを探る上での一例で
あるが、日本語と英語のように語順や前置修飾・後置修飾といった文法的な差異が比較的大
きい言語間を通訳するためにはどのような障害を乗り越えて作業しているのかを探るには明
瞭である。また、同時通訳者は多数の方略を駆使して同時性を維持していることが明らかに
なったことから、更なる方略や要因の解明を進めることが今後の課題である。 
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1. 序論 
 1.1  社会的背景 
翻訳という作業は違言語話者間でのバーバルコミュニケーションを円滑にするために
必須のものである。世界中の情報が瞬時に手に入り、日常的に外国人と接する機会が増加
した現代にあっては職業としての翻訳は確立し、その業態は細分化している。  
 翻訳の中でも人と人が直接に対峙した状況での第三者による翻訳作業、すなわち同時通
訳の社会的ニーズは確実に増加してきた。講演会・国際会議等で利用される一方向の同時
通訳はその一態様である。あるいは、一対一あるいはごく少人数の状況では、一人の通訳
者が双方向の同時通訳を行うこともあれば、典型的には「日米首脳会談」にみられるよう
に話者それぞれが専属の通訳者を帯同する形態もある。この場合は相手話者母語を聞き取
り、担当話者の母語に翻訳する一方向同時通訳  (以下、帯同通訳という) が原則である。  
 会議通訳と帯同通訳は、話者の発話タイミングから可能な限り遅延を最小限にして、瞬
時に聴衆・聞き手に伝達する必要がある、という点で要求される通訳スキルは類似してい
ると言える。その同時性が損なわれると、聞き手と話し手が立場交代するのに空白時間が
生じたり、「笑い」や「相槌」のポイントに大きなずれを生じ、円滑なコミュニケーション
を損なうという結果をもたらす。  
 そのため、構文的自然さや訳文としての洗練性はある程度犠牲にしつつ、いかに時間的
遅延を発生せずに担当話者に伝えるか、という一般の書籍翻訳や逐次通訳では見られない
問題点があり、そのスキルの研鑽が重要である。  
 同時性維持のために問題となるのが、二言語間の文法構造の相違である。典型例として、
日本語と朝鮮語は文法構造が極めて大きな類似性を有し、多少の誤解を恐れずに極論すれ
ば「単語の置換」で済み、同時通訳による遅延は殆ど生じない。  
 一方では日本語と英語を例に取れば、日本語が持つ SOV 型構文、後置型助詞・副助詞
による格決定、前置型修飾という特徴に対し、英語では SVO 型構文、前置詞の存在、後
置型修飾という、いわば逆順の文法構造を持つ。これが特に「日英・英日同時通訳」にお
ける同時性維持の大きな障壁の所以となっている。  
 このような社会的背景から本論文では、日英同時通訳の同時性維持の方略を題材として
選定した。 
 以下の章では、翻訳という作業の中でも特に「通訳」さらに｢同時通訳｣という形式の特
殊事情について述べ、本研究の必要性について更に言及したい。 
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1.2 翻訳と通訳の形式的分類  
翻訳も通訳も、共に一つの言語を異なる言語に置き換える作業である。このことか  
ら、翻訳ができれば通訳もできるだろう（逆もまた同様に）思われがちだが、それぞ
れの性質は作業的に大きく異なる。  
 言うまでもないことであるが、通訳は音声を通じて言語を訳すのに対し、翻訳は文
字を用いて言語を訳す。つまり、翻訳者は文章での表現力が必要であり、通訳者は音
声での表現力が必要となるという、表現形式の相違がある。  
 また、翻訳と通訳の間には制限時間の相違が挙げられる。翻訳という作業にも締切
りはあるものの、原文を入手してから辞書を引いたり表現を吟味するなど、じっくり
考えながら訳出することができる。それに対して通訳は、聞いた事柄を瞬時に他言語
に訳さなくてはならない。通訳の一番の目的は、そこで起こっているコミュニケーシ
ョンがスムーズに行われるようにすることであるので、訳出が文語調でなければなら
ないとか、極端に言えば文法的に正確な訳語でなければならないという制約が翻訳に
比べて低くなる。つまり、話者は発したメッセージが正確にはっきりと聞き手に、し
かもスムーズに伝わるということが最も重要なポイントだと言える。  
 翻訳の業態としては以下のものがある。企業で発生する契約書やレター、報告書と
いったビジネス文書や、マニュアル、仕様書などの技術文書を扱う産業翻訳。文学、
ミステリー、SF、ロマンスなど外国の小説やノンフィクションを訳す出版翻訳。劇場
公開の映画やテレビのドラマ、ビデオや DVD、CS 放送、WEB サイト等のコンテンツ
のセリフなど音声情報を訳す映像翻訳。これには字幕と吹替えの２つの手法がある。
また、放送用に外国人アナウンサーが読むための日本語のニュースを英語でライティ
ングする、ニュース・ライターという、海外向けの放送で発生する業態もある。その
他の翻訳としては、洋楽 CD の対訳、コミックスの翻訳、演劇の台本の翻訳などがあ
る。その他、料理のレシピの翻訳など細かく挙げると様々な翻訳がある。  
 通訳の業務的分類については、1.3 にて詳細を記述する。  
 
 1.3 通訳の業態的分類  
 一方、通訳の業態的な分類は以下のように挙げられる。政治、ビジネス、学術関連
の通訳としては商談や視察、研修、記者会見、会議、シンポジウムなどで政治家やビ
ジネスマン、専門家が話すことを訳出するもの。また、放送通訳はテレビの海外ニュ
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ースを日本語に、日本に滞在している外国人向けに日本語のニュースを外国語に訳出
する。法廷・捜査の通訳としては、日本国内で事件に巻き込まれた外国人が取調べを
受けたり、裁判にかけられたりしたときの通訳であり、これは英語以外の言語のニー
ズが高いのが特徴である。スポーツの通訳は、スポーツイベントの選手や審判、役員、
日本のチームでプレーしている選手などの通訳を務めるものである。また、来日した
ミュージシャン、俳優、演出家や作家などの訪問先への随行、インタビュー、記者会
見、舞台挨拶、演技指導などの際に通訳をする、芸能通訳もある。そして、通訳ガイ
ドは、日本を訪れた外国人観光客を観光地や目的地に案内し、現地での説明や日本文
化についての解説などを外国語で行い、また日本滞在中の生活全般の世話などをする
ものである。 
  
 1.4 通訳の形態 
 通訳の形態として、同時通訳、逐次通訳、ウィスパリング通訳、アテンド通訳、ブ
ース通訳、放送通訳を紹介する。  
同時通訳は、発話者が話し始めるとほぼ同時に訳し始める形態である。実際には、
2, 3 単語、すなわち数秒後に訳出を始める。起点言語と目標言語の文法体系が異なる
ために全く同時に訳出できない場合もあるが、その場合は 1, 2 秒待ち、少し先を聞き
ながら言葉を選んでいく（佐藤, 2004）。 
同時通訳の利点は、発話者の発言と同時進行で訳出するため、通訳のための余分な
時間がかからないことと、発話者のリズムやスピードが損なわれないことである。  
同時通訳の作業形態では、一日の仕事につき通常 3 人がチームを組み、2 名ずつブ
ースに入って、15～20 分交代でローテーションをまわしていく。音声はマイクを伝わ
ってブース内の通訳者のヘッドフォンに到達する。通訳者の声もまたマイクを伝わっ
て、聞き手の受信機（レシーバー）に届く。通訳者も聴衆も、入ってくる音声につい
て、自由に音量調節することができる。  
ブースに入ってしまうと、会議参加者とは直接顔をつき合わすこともないため、機
械的な黒子に徹する向きもある。  
一方、同時性を最重要視するため、細部においては訳が入りきらない可能性もある。
たとえば、単純に、単なる言語の構成上、一方の言語では 50 単語で言える情報内容が、
もう一方の言語だと 80 単語を要する場合もある。すると、発話者と全て同じく口調や
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スピードで訳そうとすると、どうしても 30 単語相当分は落ちることになる。もしくは、
80 単語すべてを入れようとすれば早口になることは避けられない。スピーカーがあら
かじめ何を言うかをわかっていれば、それなりに推測しながら進めていけるが、全く
何を言うかの予測もつかない場合は、同時通訳で 100%正確に、完全に、というのは難
しい。しかしそうはいっても、一般的に、実力のある通訳者がクライアントの協力の
もと資料を下準備して仕事に当たっている場合、90～95%は正確に訳せているだろう
と思われる。 
逐次通訳とは、発話者が 2、3 文ほど話をまとめてから、通訳者がその区間を訳出し、
次にまたしばらく発話者が話をし、区切りの良いところでまた通訳が入る、という通
訳形態である。 
逐次通訳の利点は、一語一句、すべてを聞いてから訳しているため、ほぼ 100%正確
な訳出が期待できる点である。弱点は、同時通訳と比べ、時間がほぼ倍かかる点であ
る。 
逐次通訳の場合は、参加者と同席し、発話者と肩を並べて通訳するため、発話者の
口に成り代わっている点が人の目にもはっきりと写り、通訳者と発話者の間には、連
帯感や一体感が生まれることも多い。通訳者が機械や機能だけではなく、一人の人間
であるという存在感を実感できる場でもある。  
 ウィスパリング通訳とは、同時通訳を機材なしで行うことである。すなわち、音声
を通訳者が生の耳で拾い、同時通訳し、その声も生の声としてリスナーに届く形態で
ある。ウィスパリングとは英語で「ささやく」という意味であり、機材なしに聞き手
の耳元で通訳者がささやくことからこの呼び名がきている。通訳を必要とする聞き手
の対象者が一人しかいない場合、一人のためにブースを設置するのはコスト的に見合
わないと判断され、ウィスパリング形式が求められることがある。主にコスト面のニ
ーズから発生したと言われている通訳形態である。  
 長所は、コストをかけずに同時通訳サービスを受けられる点であるが、この長所は
あくまでも雇い主にとってということである。通訳者からするとウィスパリングはそ
れほど好ましい通訳形態ではない。生の耳で音を拾い、また生の声で同時通訳を出す
のは、負担が大きいからである。生の音を機材なしで拾う際、最も難しいのは、通訳
者が一生懸命聞こうとしている間に、他の人が話したり音を出したりしていることが
しばしあるため、様々な周囲の雑音と混在している中から、通訳をすべきスピーカー
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の音を集中して聞き分けることである。これは非常に負担が大きい。例えば十数人が
いる会議室の中で、議題に沿って日本語でディスカッションが行われていて、皆が思
い思いに発言したり、隣の人と雑談をしたりしている中、通訳者が一人出席している
外国人のために通訳をする状況などが考えられる。誰が発言者か明確にならない場合
も多く、そのような中、訳すべき内容を聞き分けるのはきわめて難しい。それに加え、
自分の声によってもスピーカーの声がかき消されてしまうという状況もある。スピー
カーの発言がよく聞こえるように小さい声で訳出すれば、外国人の聞き手は通訳者の
声が聞きづらくなってしまう。よって様々なジレンマが生じる通訳形態であるとも言
える。 
 アテンド通訳とは、通訳業務に加えて外国人の同行を務める業務を指す。空港に迎
えに行ったり、日本国内の顧客訪問をする場合にどの電車に乗ればいいかを調べて教
えてあげたり、いろいろな外国訪問上のニーズに応えてあげることである。観光地に
ついて聞かれたり、お土産の購入場所についてアドバイスを求められたりすることも
ある。異文化の架け橋のような役割であるとも言える。ただし、アテンド通訳者は、
あくまで通訳者としてアテンドしているので、コミュニケーション上の制約から生ず
る不便を解消するために同行してサポートするのが本来の業務であって、それ以上を
求められた際には自分の担当外であることを伝えて、他のサービス事業者を紹介する
必要もある。 
 通訳者の卵がアテンド通訳業務にあたることがよくあるが、国賓や皇族など、失敗
や失態が許されないような大物 VIP にアテンドする場合は、身柄の信頼性が保証され
ていることなども通訳者の選定要件に入っていると考えられる。そのような場合は、
通訳者の卵ではなく、大ベテランが務めることもある。  
 ブース通訳の｢ブース｣とは、同時通訳のブースではなく、見本市のブース（一区間）
である。幕張メッセや東京国際フォーラムなどの国際展示場を会場として開かれる国
際展示会や見本市で、出展者とともにブースで待機し、来場者をもてなしたり、商談
に至ればその通訳をしたりする業務形態をブース通訳と呼ぶ。  
 一般的に通訳者になりたての初心者向けの仕事とされている。なぜなら、拘束時間
が長く、立ちっぱなしの時間も長く、客が全く来なく待機ばかりになる可能性もあり、
純粋な通訳業務の時間的割合が比較的少ない場合が多いからである。しかし中にはひ
っきりなしに客の訪れるブースも珍しくはなく、交渉も高次元のものになることもあ
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る。よって、通常はビギナー向けの仕事とされているが、実際には完全に本来的な通
訳業務であることも多い。ただし、出展者と一緒におしゃべりをしたり、来場者の様
子や反応について出展者から意見やフィードバックを求められたりと、通訳業務以上
に、日本やビジネスのエキスパートとして頼られることが頻繁にある。出展者は、日
本市場にまだ経験が浅いか、全く初めてという人が多く、日本をもっと知りたいと思
っていることが多い。また日本人との接点もあまりなく、丸一日から数日間をともに
過ごす日本人として、通訳者は親しみを持って頼りにされる。  
 放送通訳は、テレビ上で放送内容を通訳する業務である。音声の配線の都合上、日
英（日本語を英語に訳す）と英日（英語を聞いて日本語に直す）の通訳方向によって
担当が分かれる。（通常の会議通訳業務では、通訳方向ではなく、時間で区切り交代す
る。） 
 放送通訳には主に二つの種類がある。一つ目が、海外放送局のニュースを日本の視
聴者向けに日本語に直し、その日本語音声を電波にのせる通訳である。二つ目が、日
本国内の放送局の日本語ニュースを日本在住の外国人視聴者向けに英語に直し、その
英語訳を二重音声として流す通訳である。  
 ニュースの性質は二つあり、定期ニュースの通訳と臨時ニュースの通訳に分けるこ
とができる。定期ニュースとは決まった周期で定まった時間帯に必ず放映されるニュ
ースのことであり、通常の放送局であれば朝と夕、また放送局によっては昼間や夜間
にも定期ニュースの時間スポットが確保されている。臨時ニュースとは社会を揺るが
すようなビッグニュースが飛び込んできたときに、通常の定期放送の番組を押しのけ
てでも報道されるニュースのことである。  
 海外ニュース等の英語放送を日本語に通訳する場合の形態は主に三つある。一つ目
が、現在の放送通訳の形態の主体となっている「時差通訳」である。これは、定時海
外放送ニュースが日本国内で定期ニュースとして放映されるときの通訳形態として、
主に用いられている。海外で流されてから日本で流されるまでの間に時差が発生する
ため、その間に録画テープを元にテープ起こしし、あらかじめある程度の原稿を作っ
ておき、それを基に通訳していく方式である。  
 二つ目が、臨時ニュースの場合などの「生同通」の形態である。海外で緊急の大事
件が起きた場合は、とにかくスピードが第一であるため、現地放送をそのまま生で流
すことになり、時差が発生しない。よって通訳者は全く準備できず、生放送上、その
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まま耳に入ってくる音声を日本語に訳していかなくてはならない。  
 三つ目が、上記二つの形態の中間に位置する｢セミ生同通｣という形態である。セミ
生同通の場合は、録画テープは存在せず、画面から完全な原稿起こしをするほど時間
的余裕はないが、事前に何らかの情報は得られていて、それに基づき若干の訳付けを
することが可能な場合の形態である。  
  
1.5 同時通訳の意義と特殊事情  
翻訳行為の一つとして、通訳という業態の位置づけについて論じてきたが、ここで
はその中でも同時通訳の意義と特殊事情について概観したい。  
小野、遠山、松原（2007）によると、同時通訳とは、話者の発話を聴きながら訳す
という高度な言語行為である。｢訳す｣という行為は、｢聴く｣という行為を遂行するこ
とが前提であり、通訳者の発話は話者の発話に遅れて出現する。話者の発話内容をよ
り確実に捉えてから訳出しようとすると、話者発話からの訳出の遅れは大きくなるが、
一方で、遅れが大きくなるほど通訳者の記憶にかかる負担が高くなるため、通訳者は
ある一定の訳質を確保できる程度の遅れで話者の発話に追従する必要がある。このよ
うに、話者発話に対する訳出遅延は、通訳者の訳出プロセスを解明する上で本質的な
現象であり、例えば、英語、フランス語、ドイツ語間の同時通訳を対象とした訳出遅
延の調査（Goldman-Eisler 1972）など、これまでにもいくつかの研究が行われ、関心
を集めてきた。 
この主張で問われているように、同時通訳における訳出遅延については英語、フラ
ンス語、ドイツ語間といった、比較的文法構造が類似するヨーロッパ言語間での調査
が主である。英語と日本語といったように大きく文法構造に差異のある言語間での研
究を深めていくことで、同時通訳者の頭の中でどのようなプロセスが行われているの
か解明する糸口を探ることには大きな意義があると言える。ここで言う文法構造上の
差異とは、SVO 構造と SOV 構造、また後置修飾と後置修飾などが挙げられるが、詳
細は第二章にて解説する。  
また、小野、遠山、松原（2007）では、以下のように述べられている。高度な言語
処理活動である同時通訳は、訳出プロセスの複雑さに加え、大規模な実データが存在
しなかったこともあり、そのメカニズムはほとんど解明されていない。同時通訳にお
ける訳出は最大限に瞬時であることが期待されるが、日本語と英語のように文法構造
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上の差異が大きい言語間の通訳では、文の構造が決定するタイミングや語順が言語ご
とに異なるため、訳出に遅延が生じる。近年、同時通訳に対して、認知言語学的見地
から訳出遅延を分析し、訳出時間と概念化の関係について考察した研究、日本語の構
文構造から日英同時通訳における予測の可能性を論じ、日英同時通訳理論の構築を試
みた研究、遅延時間の巻き返しストラテジーや訳出タイミングを通訳者間で比較分析
した研究などが行われている。しかし、小規模のデータを用いた定性的な分析や理論
的考察が中心であり、大規模な同時通訳事例を用いて定量的に分析した試みは存在し
ない。 
この主張においても、日本語と英語のように文法構造上の差異が大きい言語間での
同時通訳では、訳出に遅延が生じやすいことが指摘されている。大規模な同時通訳事
例を用いて定量的に分析した試みが存在しないという事実からも、大規模コーパスを
用いた統計的な研究結果を導く必要性に着目した。  
 また、遠山、松原（2003）では、以下のように同時通訳における問題が指摘されて
いる。自然で円滑なマルチリンガルコミュニケーション支援環境の実現を目指し、近
年、同時通訳機に関する研究が進められるようになった。同時通訳は、人間にとって
極めて高度な言語処理活動である。高い性能を備えた同時通訳技術を開発するために、
プロの同時通訳者による振舞いを観察し、そこで得られた知見を利用することは効果
的な方法の一つである。同時通訳における重要なポイントとして、通訳が話者の発話
に追従して遂行されなければならないという訳出タイミングに関する制約、いわゆる
when-to-say の問題を挙げることができる。特に、英語と日本語のように構造上の差
異が大きい言語間の通訳では、致命的となる。これに対してプロの通訳者は、膨大な
訓練をして蓄積した同時通訳技法を用いることにより、このような制約に対処してお
り、なかでも、原発話に対してどのような訳を生成するかという how-to-say に関する
方略を駆使することが、その重要な部分を占めると指摘されている。同時通訳に有用
なパターンを収集し、それを通訳ルールとして利用することにより、より同時進行性
の高い通訳処理の実現が期待できる。  
 本論文では、遠山、松原（2003）でも訳出パターン分析のために用いられている同
時通訳コーパスを利用して数量的結果を導くことを目的とする。具体的な調査及び分
析方法については第三章にて述べる。  
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 1.6 英日・日英同時通訳に必要なスキル、及びスキル向上の必要性   
通訳とは、ある言語で発せられたメッセージを、聞き手の望む言語に置き換え、同  
じ意味を表現する作業を指す。通訳技術とは、起点言語と目標言語の双方において、  
高次元の言語運用能力を用い、一方の言語において発せられたメッセージの意味合い  
を損ねることなく、もう一方の言語において自然な語順と表現法でメッセージとして  
組み立て、言い表すことである。  
 通訳技術の基盤となるのが起点言語と目標言語の言語運用力である。言語運用力と  
は、自由自在にその言語において意味を正確かつ的確に、様々な語順と文脈の中で使  
いこなせる力である。すなわち、ある言語において自由にメッセージを作成し、それ  
を表現することのできる能力である。言語運用力無くしては、人は的確なコミュニケ  
ーションをその言語において図ることができない。母語であれば、ある程度自然に身  
につくものであるが、言語運用力が母語並、では通訳をするには不十分である。自分 
の言いたいことを言うだけであれば、通常の言語運用力で十分であるが、通訳におい  
ては自分の言いたいことを言うのではなく、発話者の言いたいことを的確につかんで  
同じ強弱ニュアンスで言わなくてはならないため、通常の母語並みの語学力や言語運  
用力以上の言語運用力が必要である。母語ではなく、習得した外国語の場合は、言語  
運用力をどこまで高められるかで、その言語における自由度が確定し、通訳の幅が規  
定される。通訳技術は、通訳を行う両言語において、言語運用力が人並み以上に高い  
ことを前提としている。  
 ここで言う言語運用力を構成要素に分解すると、聞き取り力、推測力、語彙力、表  
現力が挙げられる。  
 聞き取り力については、発話者の言わんとするメッセージが聞き取れなければ、通  
訳は不可能である。物理的に音として聞こえなければ、何も始まらない。たとえ、発  
言されているメッセージの意味がわからなくても、少なくとも音として捕らえること  
ができれば、そこから辞書を引いたり、周りの人と確認をしたり、正確な意味を理解  
することにつなげていける。しかもそもそもの音が耳に入ってこなければ、何も始ま  
らない。 
 本研究で対象とするのは日本人通訳者における同時通訳である。日本語と英語とい  
う文法構造が大きく異なる言語間をどのように聞いているのか、という聞き取り力が  
一つのテーマとなる。同時通訳となると、一つの節及び文がどの程度の長さで発話さ  
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れるのかにより非常に長い節や文を聞き取る必要もある。  
 推測力については、発話者は念入りに遂行された原稿を読んでいるのでない限り、  
その場その場で気分に応じ、自由に発言するのが普通である。準備された原稿をその  
まま読むのではないため、文として完成されていなかったり、多少文法が間違ってい  
たり、過不足がある文になっていることはよくある。また、日本語の場合は、主語が  
省かれて話されていることも多い。それは必ずしも文法が間違っているという意味で  
はなく、日本語の習慣として主語が省かれているからである。それらの場合に、通訳 
者は主語を推測する必要がある。メッセージを言葉単位のぶつ切れでつかむのではな  
く、文脈でつかむのである。そこで推測力が必要となる。  
 推測力は、主に二つの要素で構成される。ひとつは事前勉強、もうひとつは勘の良  
さである。事前勉強とは、通訳主題について、発話者と同じくらいの知識を持つよう  
に努力し、事前に資料を読み込むことや、発話者の考え方を理解すべく、以前にはど  
のような発言をしていたかを調べることなどをさす。勘の良さとは、語学センス（｢こ  
の言葉が出てきたら、こういうことを次は言いそうだ｣等）、人間的なコミュニケーシ  
ョンのセンス（｢おそらく相手があのように出てきたから、その返答にはこのような切  
り返しにならざるをえないだろう｣等）、場の雰囲気を察するセンス（「すこし今のコメ  
ントには腹を立てている様子だけど、それを隠すような口調を使っているな」等）、か  
ら成り立っている。推測力をフルに稼動しないと、同時通訳という、語順に差がある  
言語間を同時につなぐ作業は成立し得ないと言える。  
 また、語彙力は基本的な言語運用力の構成要素の一つでもある。語彙が限られてい  
ると、それだけ選ぶ選択肢が限定されていることを意味する。語彙が豊富だと、ワー  
ドチョイス（どの言葉が一番ふさわしいかを選ぶ際の選択肢）が広がる。  
 そして、表現力である。よい言葉選びができたとしても、その言い方がそぐわなけ  
れば、適切なコミュニケーションとはならない。例えば「お招きいただきまして、ど  
うもありがとうございます。再び皆様にお会いできて嬉しいです。」というシンプルな  
冒頭の挨拶も、暗い顔つきでぼそぼそと下を向いて言っているのでは、言葉の内容と  
合致しない。コミュニケーションをトータル的に任されている者として、通訳者はあ  
らゆる点でスピーカーのメッセージを表現しなくてはならない。大きな声で発言する  
こと、聞き取りやすいスピードで話すこと、スピーカーと同じ調子（トーン）で話す  
こと、などが表現力の中に含まれる。  
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 以上の点から、同時通訳者にとっては、外国語を流暢に話すことができるという、  
単なるバイリンガルであることが重要ではないということがわかる。それを踏まえた  
上で、同時通訳者が訳出するときにどのように判断しているのかを探ることで、同時  
通訳のメカニズムを解明したい。同時通訳に必要なスキルは語学力のみではなく、こ  
れらの言語運用力も極めて重要であることを主張したい。同時通訳者の言語運用力を  
観察することで更に円滑なコミュニケーションの橋渡しをすることができると考える。 
 
1.7   本研究の目的と方法  
 本研究では、以上で述べてきた「日英同時通訳」の特殊事情に鑑みて、今後の同時
通訳者の資質向上を目指し、調査を行った。調査の対象とするのは、日本語から英語
への同時通訳データであり、連体修飾節（名詞修飾節）の訳出パターンを観察する。
調査には名古屋大学同時通訳コーパスを利用する。この同時通訳コーパスは、名古屋
大学統合音響情報研究拠点（CIAIR）により構築された音声対訳コーパスの一つであ
り、文化や政治等をトピックとする講演音声とその通訳音声から構成されている。本
調査では、このうち独話同時通訳コーパスで 25 のスピーチの発話対訳対応を用いてお
り、これは同時通訳データの観察的分析の対象としては最大規模のものである。コー
パスより抽出するのは連体修飾節であるが、以下に例を示す。  
 
(1) a. 1968 年にはそれまでアメリカが占領しておりました小笠原が返還され  
b. 1990 年の夏にはイラクによるクウェートの侵攻占領という大変に大きな事件
が起きた次第でございます  
 
 上の例文でいう連体修飾部は(1) a.の「1968 年にはそれまでアメリカが占領してお
りました」、(2) b.の「イラクによるクウェートの侵攻侵略という大変に大きな」の部
分にあたり、主要部となる名詞（連体修飾部により修飾される名詞）はそれぞれ「小
笠原」と「事件」である。日本語における連体修飾節の構造は以下のようになる。  
 
(2) 連体修飾部 + 主要部 （日本語） 
  
一方、英語における連体修飾節の構造は以下のように、基本的に日本語の構造とは
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逆となる。 
 
 (3) 主要部 + 連体修飾部 （英語） 
 
例えば、(1) a.の英語訳出は以下のようになる。  
 
 (4) a. And in 1968, the Ogasawara which was occupied by the United States was 
returned 
 
この英語訳出では  “the Ogasawara” が主要部であり、”which was occupied by the 
United States” が連体修飾部である。しかしながら、同時通訳では話者の発話に対し
て同時進行的に訳出を進めるために、以下のような訳出も出現する。  
 
 (4) b. In the summer of 1990, Iraqis invaded Kuwait that was a very big event  
 
 本来であれば、”a very big event that Iraqis invaded Kuwait” のように「主要部+
連体修飾部」と英語構造では後置修飾となるところだが、日本語の構造と同じ「連体
修飾部+主要部」の語順で訳出されている例である。  
 本研究では、(4) a.のような目標言語である英語の語順に即した訳出を TLS（Target 
Language Specific）とし、(4) b.のような起点言語である日本語の語順に即した訳出を
SLS（Source Language Specific）として分類する。同時通訳コーパスより連体修飾節
を抽出し、どちらの訳出方略が使用されているかを計数する。その上で、起点言語で
ある日本語文において、どのような局面で訳出方略選択がされているかを統計処理する。
注視する点は、連体修飾節の時間的長さと連体修飾節の形態素数であり、これにより、ど
のような量的状況においてどちらの訳出方略が選択されているかを統計分析する。  
 
 1.8 本研究の学術的意義と位置付け  
 プロの同時通訳者は、様々な訳出方略を駆使することによって同時性及び時間的 
問題を克服していると考えられる。その方略の一つとして、できる限り同時的な訳出
が可能なとなるような通訳文を生成することがあり、それが故に 1.7 で述べた SLS（起
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点言語の語順に即した訳出）を同時通訳では頻繁に用いることが予測できる。この現
象は翻訳や逐次通訳といった他形態ではそれほど起こらないであろうことも容易に想
像することができる。英語から日本語への訳出の場合には、日本語における語順の柔
軟性等を利用することにより、いろいろな工夫を施すことができ、このような訳出方
略について、実際の通訳データを用いた研究がこれまでに行われている。  
 しかしながら、英語における語順は日本語に比べて規制が強く柔軟性もさほどない
ことが明らかであり、特に日本語から英語への訳出方略を調査することで、同時通訳
者がいかに同時性・時間的な問題を克服しているのかを探ることは有意義である。  
 通訳学的観点からの分析では、まず、同時通訳における訳出方略を具体的に示した
ものとして松本、向、中沢、2000）の「英語通訳への道」がある。これは、通訳者養
成のための教本として通訳協会によってまとめられたものであり、同時通訳で利用可
能な訳出パターンが詳細に体系化されている。その他に、言語学的アプローチに基づ
く同時通訳処理単位の考察（船山、1996「同時通訳における処理単位」）や、通訳処理
に関する認知モデルの実例を用いた検証（水野、1995「同時通訳動態モデルの展開
（Ⅱ）」）、同時通訳の訳出方略を応用した翻訳文生成技法の提案（亀井、1994「頭から
の翻訳法」、近藤、1992「英語における後置修飾の邦訳」）などがある。これらはいず
れも実データを使用して定性的な説明を与えているものの、使用したデータの規模は
比較的小さく、与えられた分析の汎用性や利用頻度については明らかではない。  
一方、工学的観点からの分析も最近になって進められるようになりつつある。これ 
らの多くは、通訳システムへの応用を指向しており、解説番組や模擬講演データを用
いて通訳単位や訳出タイミング等に関する定量的な分析が与えられている（柏岡、田
中、2001「講演の同時通訳データの分析」、Takagi, Matsubara, Kawaguchi, Inagaki, 
2002 ”Corpus-based Analysis of Simultaneous Interpretation”）。しかしながら、こ
れまでのところ言語処理ツールを活用した大規模データの統計的分析が中心であり、
観察的かつ数量的アプローチによる定性的分析が望まれる。ついで、本解析結果を今後
の同時通訳者のスキル向上に資するための具体的方策を提案する。  
 
2.  日英同時通訳における追従戦略 
 2.1 一括翻訳・逐次通訳・同時通訳の形式的相違 
 翻訳も通訳も、共に一つの言語を異なる言語に置き換える作業である。このことか
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ら、翻訳ができれば通訳もできるだろう（逆もまた同様に）思われがちだが、それぞ
れの性質は作業的に大きく異なる。言うまでもないことであるが、通訳は音声を通じ
て言語を訳すのに対し、翻訳は文字を用いて言語を訳す。つまり、翻訳者は文章での
表現力が必要であり、通訳者は音声での表現力が必要となるという、表現形式の相違
がある。また、翻訳と通訳の間には制限時間の相違が挙げられる。翻訳という作業に
も締切りはあるものの、原文を入手してから辞書を引いたり表現を吟味するなど、じ
っくり考えながら訳出することができる。それに対して通訳は、聞いた事柄を瞬時に
他言語に訳さなくてはならない。通訳の一番の目的は、そこで起こっているコミュニ
ケーションがスムーズに行われるようにすることであるので、訳出が文語調でなけれ
ばならないとか、極端に言えば文法的に正確な訳語でなければならないという制約が
翻訳に比べて低くなる。つまり、話者は発したメッセージが正確にはっきりと聞き手
に、しかもスムーズに伝わるということが最も重要なポイントだと言える。 
 ここでは特に、逐次通訳と同時通訳の形式的相違について触れたい。逐次通訳とは、 
話者の話を数十秒～数分ごとに区切って、順次通訳していく方式であり、一般に通訳 
技術の基礎とされる。話者が話している途中、通訳者は通常記憶を保持するためにノ 
ートを取り、話が完了してから通訳を始める。そのため、後述の同時通訳と比べてほ 
ぼ 2 倍の時間がかかってしまうが、訳の正確性が高まるため需要は多い。それに比べ 
て同時通訳は、話者の話を聞くとほぼ同時に訳出を行う形態であり、通訳の中でもい 
わゆる花形的な形式である。通例通訳者は、ブースと呼ばれる会場の一角に設置され 
た小部屋に入り、その中で作業を行う事になる。通訳者の音声はブース内のマイクを 
通して聴衆のイヤフォンに届けられる。同時通訳作業は非常に重い負荷を通訳者に要 
求するため、2 人ないしは 3 人が同時にブースに入り 15 分程度の間隔で交代する。時 
にはブース内の控えの通訳者が、単語の提供など訳出の協力もする。多言語間通訳が 
行われる国際会議で特に多用されるが、多言語地域であるヨーロッパでは通訳の需要 
のほとんどが同時通訳である。 
小野、遠山、松原（2007）では、日英・英日同時通訳における訳出遅延の分析が行 
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われており、同時通訳における訳出遅延時間について以下のように指摘されている。 
通常、話者の発話が開始されしばらく経過した後に通訳者の音声が始まる、大域的に 
みれば、通訳者はいくらかの遅延を保ちながら話者の発話に追従しており、訳出遅延 
の程度はほぼ一定の時間で推移しているといえる。しかし、局所的に見れば、起点言 
語と目標言語との語順の違いなどが影響するため、遅延の程度は一定ではない。例え 
ば、日本語では文の構造に重要な役割を担う主動詞が文末に位置しているため、日英 
通訳では、主動詞の聴取が遅い段階で行われ、結果として訳文全体の出力が遅れる可 
能性がある。訳出遅延の程度は、品詞や文法役割、文中の生起位置など、さまざまな 
要因によって異なることが予想される。 
更に、通訳の方向と訳出遅延の大きさとの関係を明らかにするために、日英通訳の 
対訳語と英日通訳の対訳語との間で訳出遅延時間を比較しているが、その結果英日通
訳に比べて日英通訳のほうが単語の訳出が遅れることがわかった。実際、訳出の遅延
が 4 秒以内である対訳語が、英日通訳では全体の 8 割以上を占めるのに対して、日英
通訳では 5 割程度に留まっており、遅延時間の差は激しい。対訳語の平均遅延時間は、
英日通訳で 2.271 秒だったのに対して、日英通訳では 4.687 秒であった。 
 日本語では一般に主動詞が文末に出現するため、日英通訳では文全体の構造の把握 
が遅れ、結果的に訳出が遅くなることがしばしば指摘されている（例えば、八島 1985）。 
また、Goldman-Eisler は、起点言語が英語やフランス語の場合よりも、ドイツ語を起 
点とする場合の方が訳出遅延時間が長くなるという結果をもとに、SVO 構造の言語より 
も、SOV 構造である日本語においてもそれを起点とする場合に訳出遅延が大きくなるこ 
とを示している。 
 
 2.2 SOV v.s. SVO 
 英日・日英の同時通訳の注目点として、日本語は SOV 言語であるのに対して英語  
は SVO 言語であることが挙げられる。この語順の違いにより、同時通訳においては同  
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時性を保つのが厳しくなる大きな要因の一つと言える。  
 まず、SVO 型言語とは、文を作るときに、主語‐動詞‐目的語の語順をとる言語類  
型をいう。代表的な言語には英語があり、現代ヨーロッパ語や東南アジアの言語にも  
多く存在する。SVO 型をとる英語には以下の特徴がある。  
 まず、動詞の前に助動詞を置くということ( have eaten)。前置詞を用いること（in 
America）。格標識が存在しないこと（A man loves a woman. / A woman loves a man.）。 
副詞は場所、様態、時間の順に並ぶことが多い（I went to Tokyo by train yesterday.）。 
語順が比較的固定している。疑問詞を前に移動する（wh-移動）。 
 そして、SOV 言語とは、文を作るときに、一般に主語‐目的語‐動詞の語順をとる  
言語のことであり、日本語はこれにあたる。SOV 型をとる日本語には以下の特徴があ  
る。 
 動詞の後に助動詞を置くこと（食べてしまう）。名詞の前に形容詞を置く（赤いりん  
ご）。後置詞を用いる（日本で）。格標識がある（男が／男を）。副詞は時間、様態、場  
所の順に並ぶことが多い（昨日電車で東京に行った）。語順が比較的自由である（私が  
りんごを食べる。／りんごを私が食べる。）。疑問詞を移動しない（これは何ですか。）。  
 以上の SVO 言語と SOV 言語という相違を考慮して英日・日英同時通訳を実際に行  
うことを考えると、英語から日本語への訳出の場合と日本語から英語への訳出の場合  
では注目すべき点が異なることは容易に想像することができる。英日同時通訳の場合、 
起点言語である英語は文頭で主語が決定し、続いて肯定文か否定文なのかがわかる。  
そして述語もわりと文の前半で決定することが多い。一方、日英同時通訳の場合、主  
語が不明確であり推測に依存することも多く、文の後半まで聞かなければ肯定文なの  
か否定文なのか判断することが難しい。そして、述語も文の後半に現れるため、目的  
語の部分が長くなればなるほど訳出遅延が生じて同時性を維持するのが困難である。  
また、語順規制を考えれば、以下の例のように日本語のほうは格標識があるぶん柔  
軟であり、語順を操作することで同時性を維持しやすいのは英語から日本語への訳出
のほうである。 
 
 (5) a. トムはメアリーが好き。  
     b. メアリーのことがトムは好き。  
     c.  Tom loves Mary. 
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     d.  *Mary loves Tom. 
 
 上の例文で、(5) a.と b.であるが、日本語の場合は格助詞により格決定がされるため、
主語と目的語を入れ替えても文法的に問題は無い。一方、英語では語順により主語で
あるか目的語であるかが判断されるため、(5) c.で伝えたい内容を(5)d.で伝えることは
不可能である。 
 
2.3 後置修飾と前置修飾  
英語は SVO 言語なので後ろから修飾する後置修飾と前から修飾する前置修飾の 2 種 
類がある。SOV 言語の日本語と大きく異なる点である。日本語の場合は前置修飾しか存
在しない。英語の後置修飾には 関係節や分詞を使用する。 
(5) a. I know a boy who lives in a mansion. 
 b. I know a boy living in a mansion. 
 (5)a.は関係代名詞節を使った後置修飾の例である。関係代名詞を省略すると動詞に
-ing の派生辞がつく。これが(5)b.である。(5)b.もまた後置修飾である。 
 以上のように、英語の場合は連体修飾節が長くなると後置修飾を用いる。一方、日本
語では連体修飾節がどんなに長くなろうとも、基本的には前置修飾となる。 
 (6) a. 英語を話すスタッフ 
     b. 先月仙台へ転勤してきた英語を話すスタッフ 
     c. 先月東京から仙台へ転勤してきた有能な英語を話すスタッフ 
 (6)の例のように、連体修飾節が長くなろうとも日本語の場合は前置修飾であり、ど
んどんと修飾部が長くなる。この問題がまさに、本研究で扱う日英同時通訳において
注目する点である。つまり、起点言語である日本語の連体修飾節において、修飾部が
長くなればなるほど、主要部が発話されるまで訳出をまつことになるため、訳出遅延
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が生まれて同時性を保つことがどんどん困難となる。この問題の詳細については 2.4
にて述べることとする。 
2.4 連体修飾節への対応の困難性  
前節で指摘した連体修飾節での事項により、同時通訳での同時性を維持することが  
容易ではない。連体修飾節の構造を振り返ると以下のようになる。 
 
(7) 日本語：修飾部＋主要部  
英語：主要部＋修飾部  
 
 前項で指摘した日本語・英語の文法構造の相違で語順の逆順性を指摘した。英語では
「節」という区切りがあり、それは名詞節、形容詞節、副詞節に分類される。この各節に
おける語順は同時通訳で問題となる。例として形容詞節（連体修飾節）の問題点について
概観する。 
 
 (8) 英日同時通訳の例 : 
原文: "A brand-new computer on the desk which my father gave me on my birthday 
doesn't work now." 
 
同時通訳例(a): 「父から誕生日にもらった、机上にある真新しいコンピュータは今故障
しています。」  
同時通訳例(b): 「机上にある真新しいコンピュータですね、これは父から誕生日にもら
ったものなんですが、今故障しています。」  
  
 この英日同時通訳では、(a)のように比較的洗練された訳出は、原文の殆ど全てを聴き終
わったあと、記憶に基づいて訳出する必要があり、一文単位の翻訳遅延が生じる。(b)では
語順の洗練性は無いが、助詞等により致命的な間違いはほとんど無く、聞き手の誤解は最
小限である。このような通訳方略を「順送り」という。このように「日英」の方向では最
悪でも順送り訳出で決定的な問題は生じにくいと言える。  
 一方、日英の方向では例として次のようになろう。  
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 (9) 原文 : 「父から誕生日にもらった、机上にある真新しいコンピュータは今故障して
います。」 
同時通訳例(d): "A brand-new computer on the desk which my father gave me on my 
birthday doesn't work now." 
同時通訳例(e): "My father gave me a brand-new computer, and it’s on the desk, which 
doesn’t work now."  
  
この例では、日本語では主語である「コンピュータ」がかなり文末  (節の末) に出現す 
るのに対し、英語の主語"computer"は文の先頭近く  (名詞節の先頭近く) に提示する必要  
がある。このため、意味が通る訳出にするためには原文の主語が「コンピュータ」である  
ことが分かってから訳出開始する必要があり、これが大きな遅延をもたらす。  
ここで示したように、特に長い連体修飾節の訳出方略は、同時性維持と洗練性維持の二  
律背反的な要素の代表である。そこで本研究では日英同時通訳における連体修飾節の訳出 
方略について、統計結果に基づいた傾向分析を行う。  
連体修飾節の訳出は、逆順変換が頻出して同時性維持の大きな妨げとなっている。そこ  
で、連体修飾節の訳出方法として、二つの方略に注目する。すなわち、「順送り」と「意図  
的遅延」によるものである。本研究では、起点言語の語順に即した訳出（順送り）を SLS  
(Source Language Specific)、目標言語の語順に即した訳出を TLS (Target Language  
Specific)と呼ぶ。 
ここでは連体修飾節を例として示したが、他の名詞節、副詞節でも類似した問題があり、 
やはり「英日」同時通訳に比較して「日英」同時通訳が困難である。  
 
３.  連体修飾節への対応方略法の調査・分析  
3.1 調査方法 
 本研究では、前述で示した通り、より同時性維持が困難となる日英同時通訳を扱い、
連体修飾節を統計的に分析する。同時通訳コーパスから次の分類による訳出パターンを
抽出する。 
 
  (10) a. SLS (Source Language Specific): 起点言語である日本語の語順に即した訳出  
（順送り訳出）。構造的自然さを犠牲にして即時性を重視した方略  
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    b. TLS (Target Language Specific) 目標言語である英語の語順に即した訳出。即時 
性を犠牲にして構造的自然さを重視した方略  
 
 同時通訳コーパスより、連体修飾節においてどちらの方略が使用されているかを計数す
る。訳出が SLS であるか TLS であるかの判断は、主要部と修飾部の位置で決定する。  
  
 (11) 連体修飾節の構造 
   日本語： 修飾部 ＋ 主要部 
       （京都に住んでいる叔父）  
   英語：  主要部 ＋ 修飾部 
       ( my uncle who lives in Kyoto) 
 
 日本語と英語における連体修飾節の構造は(11)のようになる。本来であれば、英語に翻
訳する場合は「主要部＋修飾部」であり、これが目標言語である英語の語順に即した訳出
（TLS）である。しかしながら前述したように、同時通訳においては同時性（即時性）と
保つために起点言語の語順に即した順送り的な訳出も使用されることが先行研究でも明ら
かになっている。起点言語である日本語の語順に即して英訳されているケースを本研究で
は SLS と分類する。  
 
 (12) 話者（日本語）「京都に住んでいる叔父が…」  
   通訳者（英語）”my uncle who lives in Kyoto…” ⇒TLS 
                     （主要部 ＋ 修飾部） 
                   “living in Kyoto, my uncle…” ⇒SLS 
                     （修飾部 ＋ 主要部） 
  
上の(12)で記述しているように、連体修飾節の訳出が目標言語である英語の語順（主要
部＋修飾部）で訳出されている場合は TLS であり、起点言語である日本語の語順のまま（修
飾部＋主要部）で訳出されている場合は SLS として分類する。話者の話す連体修飾節の修
飾部が長くなればなるほど、通訳者は主要部が発話されるまで待ち、TLS で訳出するのが
困難となることが予想され、訳出遅延がどんどん大きくなってしまう。同時性を保持する
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ために SLS がどの程度使用されているのかを探る。翻訳や逐次通訳に比べると、SLS が
比較的多く現れるのは同時通訳に特化した現象であると言えるのではないだろうか。  
名古屋大学同時通訳コーパス（データベース）を利用して話者（起点言語）の発話デー
タより連体修飾節を抽出する。その上で対訳である日英同時通訳者（目標言語）の発話デ
ータを調べ、(12)の要領で TLS か SLS なのか分類した。抽出された連体修飾節全てに対
して、TLS と SLS の例を計数し、その訳出方略区分の比率（%）を出す。  
起点言語である日本語において、どのような局面で TLS か SLS かの方略選択がされて
いるかを統計処理する。注視する点は以下の通りである。  
 
 (13) a. 名詞修飾節の時間的長さ  
     b. 名詞修飾節の単語数  (形態素の数) 
 
 これにより、どのような量的状況においてどちらの訳出方略が選択されているかを統計
分析する。さらに、量的状況の他、特徴的な原文特徴を記録した。 
 利用するコーパスについては、3.2 で詳細を述べる。  
 
 3.2 利用コーパスの概要  
 3.2.1  コーパスの設計  
名古屋大学統合音響情報研究拠点（以下、CIAIR）で、マルチリンガルコミュニケ
ーション研究環境の実現を目指し、1999 年度から 2003 年度までの 5 年間にわたり、
構築された同時通訳コーパスである。全体で 182 時間の音声を収録し、音声の文字化、
視覚化、および言語分析を完了している。文字化データのサイズは単語数にして約 100
万語に達し、世界最大の同時通訳コーパスと位置付けられる。さらに、コーパスの活
用を支援するために、データ分析用ソフトウェアツールを開発している。Web サーバ
上で実行可能なソフトウェアとして実現しており、ユーザはブラウザを使用すること
によって、データを容易に参照できる。多様なデータを収集するために、独話
（monologue）および、対話（dialogue）の同時通訳音声をいくつかの日常的なトピ
ックを設定して収録されている。対象言語は英語と日本語とし、その双方向音声が収
録されている。本研究では、独話データのみを使用してデータ収集をしている。  
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3.2.2 データ収録の環境  
名古屋大学 CIAIR では、実音響下での音声データを収集することを重視しており、 
収録は教室レベルの録音環境を採用した。また、同時通訳者にとって、話者の発話だ
けでなく、表情や振る舞いも重要な情報となるため、通訳者は話者をガラス越しに観
察できる通訳専用のブースに入り、通常行われる同時通訳とほぼ同じ環境下で収録を
行った。収録を通して全て同一のスタンドマイクを使用し、話者と通訳者の音声を、
サンプリング周波数 16kHz、16 ビットでデジタル化し、デジタルオーディオテープ
（DAT）に複数チャンネル環境で収録した。  
 また、同時通訳者は、第一線で活躍しているプロの通訳者を起用し、高い通訳レベ
ルを保証している。  
 独話（講演）の収録では、講演者が通訳者の通訳状況を気にせず、自分のペースで
発話できるよう、講演者には通訳者の音声が聞こえないようにした。一方、通訳者は
通訳用ブースに入り、講演者の振る舞いが見える中で、ヘッドフォンから流れる講演
者の音声に対して、同時通訳する。講演の聴衆は、ヘッドフォンを利用して、通訳者
の音声を聴くことができる。  
 また、英語あるいは日本語の講演者に対し、複数の同時通訳者が通訳を行った。つ
まり、１つの講演者発話ソースに対し、複数の通訳データが存在する。従って、個人
に特化しない多くの通訳事例を幅広く収集したり、１つの発話に対する、複数の通訳
事例を比較することが可能である。また、通訳経験年数の違いによる訳出の特徴分析
などにも利用でき、コーパスの汎用性を高めている。本研究の目的は通訳者による訳
出相違を比較することではないため、１つの発話に対してそれぞれ１名の通訳者の訳
出を使用している。  
 
 3.2.3 音声データの文字化  
音声データの文字化は日本語話し言葉コーパス（CSJ）の書き起こし基準に準拠し
ている（図１、２参照）。全音声データ 182 時間分に対して文字化が行われている。以
下にその基準を示す。  
・発話単位 
 話者および、通訳者の音声を 200msec 以上のポーズ（無音声区間）で分割し、発  
話単位を定めた。  
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 ・表記方法 
  日本語音声に限り、片仮名で表記する「発音形」と漢字仮名まじりで表記される  
「基本形」の 2 種類で構成している。 
・タグの付与 
 －発話 ID 
  全発話に対し通し番号を付与した。  
 －時間情報タグ 
  発声の開始時刻と終了時刻を付与した。  
 －談話タグ 
  話し言葉に特有の言語的現象であるフィラーや言い淀みについて、以下のよ 
うに談話タグを付与している。  
（F）フィラー・感情表出系感動詞  
（D）言い直し、言い淀み等による語断片  
（W）転訛、一時的な発音エラー  
＜H＞母音の引き延ばし  
＜Q＞子音の引き延ばし  
＜FV＞母音不確定音  
＜SB＞文末 
 
図１: 独話音声の文字化データ（日本語話者）  
0001 - 00:00:348-00:01:280 N: 
おはようございます<SB> 
0002 - 00:02:476-00:05:500 N: 
ただ今ご紹介いただきました鈴木でございます<SB> 
0003 - 00:05:680-00:06:920 N: 
どうぞよろしくお願いします<SB> 
0004 - 00:07:728-00:13:752 N: 
今日ご出席の皆様方私普段から親しくさせて頂いておる方々ばかりでございますので  
0005 - 00:14:248-00:18:336 N: 
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(F え<H>)鈴木が何を言うかということはだいたい(R ごさちち;ご察知)と思いますが 
0006 - 00:18:652-00:22:816 N: 
(F え)ご指名でございますのでキーノートスピーカーというよりは 
0007 - 00:23:156-00:24:820 N: 
キックオフをさせて頂くと 
0008 - 00:25:188-00:28:000 N: 
いう感じでお話をさせて頂きたいと思います<SB> 
0009 - 00:29:132-00:37:108 N: 
キーノートはゆうべ出口さんというバイオリニストが非常にきれいな<H>音色を与えて下さいましたのでそ
れで十分だろうと思います<SB> 
 
図２: 独話音声の文字化データ（日英通訳者）  
0001 - 00:01:400-00:01:959 I: 
Good morning. 
0002 - 00:03:800-00:05:287 I: 
Thank you for your kind introduction, 
0003 - 00:05:592-00:06:759 I: 
my name is Suzuki. 
0004 - 00:11:616-00:12:439 I: 
I have been 
0005 - 00:12:704-00:14:847 I: 
very good friends with the participants today, 
0006 - 00:15:464-00:15:863 I: 
so 
0007 - 00:16:832-00:19:375 I: 
you probably can imagine what I am going to say. 
0008 - 00:20:472-00:22:175 I: 
But since I have been designated, 
0009 - 00:22:456-00:23:295 I: 
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I would like to 
0010 - 00:23:696-00:28:407 I: 
act as the person to kick off the meeting rather than the (R key not) keynote speaker.  
0011_012 - 00:32:704-00:34:984 I: 
A person called Deguchi, a violinist, 
0013 - 00:35:608-00:39:191 I: 
(F ah) played very well last night so I think the key note (? would safice) there.  
 
 3.2.4 音声データの視覚化  
 音声データを視覚化するために、話者と通訳者の発声タイミングを視覚的に表示す
るツールが開発されている。それによって、同時通訳者を介した講演、会話の様相を
タイムチャートによって概観できる。これにより、音声、および文字化データからは
分かりにくい様々な通訳特有の現象を視覚的に観察することができる。  
 
3.2.5 対訳対応データの作成  
 同時通訳システムの開発、同時通訳方略の構築において、話者発話とそれに対応す
る通訳者発話の対訳データを大規模に分析することは極めて重要であり、対訳アライ
メントを自動化するための研究が行われている。しかし、同時通訳発話にはフィラー
や言い淀み、意訳や誤訳、訳出の省略などが頻出するため、精度の高いアライメント
は困難であり、その作業は人手に頼らざるを得ない。人手による対訳アライメント作
業のコストを軽減するために、それを支援するツールが作成されている。人手によっ
て作成された対訳対応データは、ブラウザ上で並べて閲覧することができる。  
 
3.2.6 データの規模  
CIAIR 同時通訳コーパスは、収録時間にして約 182 時間、単語数（日本語は形態素 
数）にして約 100 万語を収録している。  
 
3.2.7 データベースの構成  
このデータベース（コーパス）は、音声データファイル、文字化データファイル、  
環境データファイルの 3 つから構成されている。  
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 ・音声データファイル  
  話者の音声と通訳者の音声を多重音声ファイルとして収納している。  
・ 文字化データファイル  
英語話者発話テキスト、英日通訳者発話テキスト、日本語話者発話テキスト、日
英通訳者発話テキストの 4 つに分け、データの種類、性質ごとにディレクトリで
区分して収納されている。  
 ・環境データファイル  
  全ての通訳に対し、その環境に関する情報を記述したものが 1 ファイルとして収  
納されている。発話のトピック、タイトル、言語パターン（英日通訳か日英通訳） 
か）、通訳者への説明の内容等が記されている。  
 
3.3 統計と結果   
 3.3.1 定量的統計結果  
書き起こしされた話者と通訳者の発話データから連体修飾節を抽出した。日本語話 
者の発話データより抽出した連体修飾節は全部で 139 件であった。起点言語である日
本語の語順のまま順送りで訳している例（修飾部＋主要部）を SLS（Source Language 
Specific）とし、目標言語である英語の語順に即した訳出を TLS（Target Language 
Specific）として分類した。その結果、SLS が 44 件、TLS が 95 件であった（図３参
照）。訳出方略区分の比率とすると、SLS が 32％、TLS が 68％である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３: 連体修飾節における訳出方略区分の比率 
連体修飾節における方略区分の比率
TLS, 95,
 68%
SLS, 44,
32%
SLS
TLS
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3.3.2 統計処理‐連体修飾節の時間的な長さ  
 抽出された 139 件の連体修飾節の時間的長さを調べ、TLS と SLS それぞれで発生頻
度を分布した（図４参照）。TLS は発話時間が 5 秒くらいの連体修飾節がもっとも多く、
18％を占めている。しかし、SLS はそれほど特定の発話時間に集中している傾向は無
いことが見受けられる。4 秒台、5 秒台、7 秒台、8 秒台に 11％ほど分布している。TLS
は 19 秒台という非常に長い時間をかけて発話された連体修飾節にも見られたものの、
6 秒台を境にして減少している傾向がある。SLS は比較的広く分布している。連体修
飾節の発話平均時間は、SLS が 8.92 秒、TLS が 6.34 秒であった。   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図４: 連体修飾節の発話時間別発生頻度分布（百分比）  
 
 連体修飾節の発話時間別発生頻度分布において、TLS 群と SLS 群の間に有意差があ
るのかを調べるために ANOVA 検定を行った。ANOVA とは Analysis of Variance（分
散分析法）であり、多群比較に利用される検定である。図５に検定結果を示すが、全
139 データについての詳細情報は付録に統計資料として付録する。  
 この結果 p＝0.001 となり、p＜0.05 の条件を満たすため有意差が見られる。連体修
飾節の発話時間の長さにより、同時通訳者が SLS か TLS かのいずれかの訳出方略を
選択するかという結果には有意差が見られると結論付けられる。詳細な分析について
は 3.4 にて述べる。 
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         SLS   TLS 
N= 44 95 
AVG（平均値） 8.919 6.337832 
SD（標準偏差） 5.386276 3.466453 
   
F 11.547  
p 0.001  
ｄf（自由度） 1  
図５: 発話時間別発生頻度分布における ANOVA 検定 
 
3.3.3 統計処理‐連体修飾節の形態素数  
 抽出された 139 件の連体修飾節の形態素数をカウントし、TLS と SLS それぞれで発
生頻度を分布した（図６参照）。TLS は形態素数 11～15 個の段階がもっとも多く発生
している。SLS にはそれほど特定の集中傾向は見られない。形態素が 11 個という比較
的短文の場合でも SLS で訳す場合が見られた。連体修飾節の平均形態素数は、SLS が
20 個、TLS が 15 個であった。  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図６: 連体修飾節の形態素数別発生頻度分布（百分比）  
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連体修飾節の形態素数別発生頻度分布においても、TLS 群と SLS 群の間に有意差が
あるのかを調べるために ANOVA 検定を行った。図７に検定結果を示すが、全 139 デ
ータについての詳細情報は付録に統計資料として付録する。  
 この結果 p＝0.004 となり、p＜0.05 の条件を満たすため有意差が見られる。連体修
飾節の形態素数により、同時通訳者が SLS か TLS かのいずれかの訳出方略を選択す
るかという結果には有意差が見られると結論付けられる。詳細な分析については 3.4
にて述べる。  
 
         SLS   TLS 
N= 44 95 
AV（平均値） 20.25 15.49474 
SD（標準偏差） 10.89725 7.610007 
   
F 8.83  
p 0.004  
df（自由度） 1  
図７: 形態素数別発生頻度分布における ANOVA 検定 
 
3.4 分析・評価 
 3.4.1 SLS と TLS の訳出方略  
統計の結果、SLS が 44 件、TLS が 95 件であり、訳出方略区分の比率で SLS が 32％、
TLS が 68%となった。圧倒的に TLS の訳出方略が多いものの、SLS が 32％にまで及
ぶのは同時通訳ならではの現象といえる。同時通訳の場合、処理の負担（主に記憶へ
の負荷）を極力少なくする方策、という意味合いが多く順送り訳出（本研究でいう SLS）
が使用される。中村（1978）によると「優れた文章は聴衆や読者の自然な心理の動き
に忠実に書かれているものであり、そのように書かれた文章はなるべく原文の順序通
りに訳すのが美しい翻訳なのだといえる。」とある。  
逐次通訳と同時通訳の訳出について比較してみると、逐次通訳は一般的にパラグラ
フごとに訳出をする。後続するパラグラフの情報について推論は可能だが確定するこ
とは不可能である。同時通訳は、一般的に情報単位ごとに訳出をする。一文の後半も
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確定できない状況のまま訳出を開始することが頻繁に起こる。発言テキストの冒頭で
は特に後続情報が未知である。もちろん、逐次通訳においても同時通訳においても、
発言テキスト全体の意義や意図を事前に把握することで訳出の精度が上がることは言
うまでもない。 
起点言語と目標言語の語順の影響の有無を考えると、やはり時間的制限の大きい同
時通訳が影響を受けやすい。  
以下に、同時通訳コーパスから抽出した連体修飾節の例を挙げる。  
 
 (14) 話者：「ご承知の通りわが国では日本(にほん)が軍事大国にならない再び他国
を侵略してはいけないという(R ひみ)意味の平和主義というものは非常にし
っかり根付いていると思われます<SB>」 
    通訳者：” our country can not or is not allowed to become a big military  
power and this is stated (F ah) in (F ah) the (F ee) peaceful doctrine  
that we have put up.” 
 
 上の例では、日本語話者の「平和主義」が主要部であり、「日本が軍事大国にならな
い再び他国を侵略してはいけないという意味の」が修飾部である。通訳者の訳出で
は、”our country can not or is not allowed to become a big military power” と
まず修飾部を訳出し、”and this is stated in the peaceful doctrine” と主要部
を訳出している。「修飾部＋主要部」という起点言語である日本語の語順による訳出
であるため、これは SLS と分類する。つまり、通訳者は「平和主義」という主要部を
聞くことを待たずに順送りの訳出を始めていることがわかる。そして、”and this is 
stated in”と繋ぎを入れて主要部を訳出するという方略を使っている。この連体修飾
節の時間的長さは 12.84 秒であり、記憶に頼り TLS で訳出するのは相当困難であるこ
とが予想される。しかも、「～という意味の平和主義」という連体修飾節がとられる
かどうかという判断も非常に難しい文体でもある。 
 仮に、逐次通訳は一般的にパラグラフごとに訳出をするため、(14)の日本語話者の
文を逐次通訳するとなれば、SLS ではなく目標言語の語順に合わせた TLS で訳出される
ことが圧倒的に多いことが予想される。逐次通訳には同時通訳に課せられるほどの時
間的制限が無いということも大きな要因である。 
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 以上の点からも、今回の調査で連体修飾節の訳出方略として SLS が 32％に及んだと
いうことは、同時通訳においては TLS と SLS という２つの訳出方略が存在すること
を実証する結果といえる。それと同時に、TLS が 68％という結果からわかることは、
時間的制限が非常に厳しい同時通訳であっても、通訳者はできるだけ聞き手の言語で
ある目標言語にあわせた表現で訳出しようと努力していることである。 
 
3.4.2 連体修飾節の時間的な長さ  
 連体修飾節の発話平均時間は、SLS が 8.92 秒、TLS が 6.34 秒であった。若干では
あるが、平均時間からも SLS のほうが連体修飾節の発話時間が長い。TLS 方略は連体
修飾節をすべて聞き終えて主要部まで把握してから訳出するので、通訳者は記憶力が
頼りとなることが裏付けられる。 
 当初想定していたのは、連体修飾節の発話時間が長くなればなるほど、通訳者の記
憶保持が困難となり、SLS 方略による順送り訳出が使用されるだろうということであ
った。 
 
 (15) SLS の例 
 a. 話者：「まあそういうような自国が侵略しないというだけでなくて国際社会の平 
和努力に積極的に貢献するという意味の平和主義も(F え<H>)あると思いますが」 
  通訳者： ” Now not just concerning invasion of another country (F ah) but  
(F ah) (R to) to be able to contribute positively to international peace  
(F ah) is the peaceful doctrine that Japan has.” 
（連体修飾節の時間的長さ：12.576 秒） 
b. 話者：「(F え<H>)歴史を教訓に平和への決意を新たにする決議」 
     通訳者：” we have to learn from history to strengthen (R our) our  
determination concerning peace. That was the resolution” 
（連体修飾節の時間的長さ：5.348 秒） 
  c. 話者：「(F えーっと)本日は対話事例を利用した音声対話システムという 
タイトルでお話をさせていただきます<SB>」 
通訳者： “Today, I’d like to talk about example-based spoken dialog  
system<SB> This is my title <noise> o<C>f the speech<SB>” 
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（連体修飾節の時間的長さ：8.791 秒） 
 
 (16) TLS の例 
  a. 話者：「日本も積極的に国際平和の為に貢献しなくてはならないという(F え 
<H>)意識が生まれてきたからでございます<SB>」 
    通訳者： “(F ah) there was this (? (R con)) conciseness amongst the people  
(F ah) that we should <FV> contribute positively to international peace.” 
                     （連体修飾節の時間的長さ：7.592 秒） 
   b. 話者：「この日本の過去についての反省即ち日本が過去において行った戦争或は 
植民地支配というものについての反省というものが」 
通訳者： “that was reflecting upon what Japan did in the past, or the war  
Japan was involved in the past or the wars has started” 
（連体修飾節の時間的長さ：10.32 秒） 
   c. 話者：「(F え)使いやすくて(F えー) <FV>(F えー)自動車の中などで使うとき 
に安全である<SB>それから(F えー) これ最も大事ですが自然な発話を認識して 
理解する(L と) いうような対話型(雑音 インターフェイスを)研究(L していま 
す)<SB> 
通訳者： “What we are trying to achieve is an interface that is easy to  
use, at the same time it is safe to use, for example, in a car<SB> And (X  
what is more important) what is most important is to be able to recognize  
natural dialog or conversation and to be able to understand it<SB> 
（連体修飾節の時間的長さ：19.2 秒） 
  
SLS と TLS の例として、実際に同時通訳コーパスより抽出した連体修飾節を (15)と
(16)に挙げた。（コーパスより抽出した連体修飾節については付録にまとめる。）修飾部
を      で、主要部を＊＊＊で示し、それぞれの連体修飾節の時間的長さも記
した。中には(16)c. のように、19.2 秒という非常に長い時間発話された連体修飾節で
あっても、主要部が発話されるまで待った上で訳出しなければならない TLS の方略を
とっている例もある。まず、時間的長さでいうと、3.3.2 の図４で観察できるように、
TLS は 5 秒台から 6 秒台を境にして、発話時間が長くなると著しく減少している。一
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方で SLS は、発話時間が長くなればなるほど方略選択が著しく増加するわけではない
が、3 秒台から 21 秒台、33 秒台までと幅広く分布している。傾向としては、5 秒台か
ら 6 秒台にかけて何かしらの鍵があると考えられる。  
 
3.4.3 時間的な長さと中期記憶仮説 
宮崎（2005）では、認知心理学の観点から通訳者の逐次・同時通訳のプロセスを分
析し、通訳者の記憶保持はワーキングメモリよりは長く、多量で、かつ長期記憶ほど
長期間日常に深くかかわるような記憶ではないと主張し、中期記憶という概念を提唱
している。 
 まずは Baddeley（1995）らによる記憶のワーキングメモリ仮説と通訳プロセスとの
関わりについて概観する。かつては記憶スパンに関しては短期記憶と長期記憶の 2 種
類の記憶が考えられていた（Atkinson & Shiffrin, 1971）。多少の変遷を経て現在は
Baddeley（1995）らのワーキングメモリ（作動記憶）仮説は、世界でもおおよその認
知言語学者の支持を得ている（Miyake & Shah, 1999）。短期記憶という考えはこのワ
ーキングメモリ仮説に取って代わられた。  
 斉藤（2000）によると、ワーキングメモリ（作業記憶）とは種々の認知課題を遂行
するために一時的に必要となる記憶の「機能（働き）」、あるいはそれを実現している
「メカニズム（しくみ）」や「プロセス」を指す。また葶阪（2000）によると、ワーキ
ングメモリは active に（記憶）保持と処理、リセット、非連続、志向的、具体的課題
達成システム、とある。非連続ということはその都度情報を更新するということであ
ろうか。つい先ほどのこと（2 秒といわれている）をすぐ忘れるという現象はこのワー
キングメモリのシステムでうまく説明される。  
 通訳者は話者の発話内容を記憶し、一次的に保持し、検索・想定して訳出し、これ
を繰り返している（宮崎, 2005）。話者が次に話す情報は関連情報ともいえるが、急に
展開が変わることもある。全く未知の分野の通訳をすることが往々にしてあるが、次々
に流れてくる情報の関連が通訳者には把握できないこともある。関連や流れが読めな
いままに、それでも訳出はしなければならない。このように、時には通訳者にとって
つながりがないように思えるバラバラの、あるいは意味が通らない、全体が見えない
情報に加えて、直前に訳出した情報を文脈として一次的に保持する必要がある。この
訳出済みの情報はすぐに検索照合できる状態で保持されねばならない。長期記憶に保
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持されるのだろうか。ワーキングメモリに保持されるのだろうか。このような通訳プ
ロセスの一時的な保存場所は長期記憶ではない。またワーキングメモリでは通訳時の
多量の記憶に対応できないのではないだろうか。従来の長期記憶仮説とワーキングメ
モリ仮説だけでは通訳プロセスを説明できない（宮崎 , 2005）。 
 同時通訳では、逐次通訳のときのメモ取りが不要で、それに関わるプロセスや作業
が不要になる。すなわち、メモの解読が不要で、メモと音声情報の記憶との統合が不
要となる。同時通訳では聞き取った情報を聞いた順に前（頭）から訳出する（順送り
訳）ことがある、つまり本研究でいう SLS 訳出方略である。前から訳すにももちろん
練習が必要である。そして訳し終わった情報は即座にワーキングメモリから他のもう
少し長期の記憶の座（中期記憶）へ移される。あるいは訳出済みの情報を意識的に別
の記憶の座へ移動させると考えられる（宮崎 , 2005）。この情報の移転・移動のプロセ
スは逐次通訳での訳出でも同様で、ワーキングメモリから他の記憶の座へ移され、逐
次・同時通訳どちらの場合もワーキングメモリを空にして次に備える。  
 通訳者は意識して訳出後の情報を別の記憶の座（中期記憶）へ移動させると述べた
が、通訳者の中にはこの作業を「訳し捨て」と呼ぶ人もいる。逐次通訳では訳出後、
メモに大きく横線をさっとひいて次に備える。この横一本線の一義的目的は、これか
らメモする新情報を、訳し終えた旧情報から区別することにある。同時にこの動作が、
あとで参照するかもしれないが当面不要となった記憶・情報を（中期記憶へと）移動
させて、ワーキングメモリを空にする意識の切り替えに役立っていると思われる。  
 認知心理学の処理水準仮説（Craig & Lockhart, 1972）では、浅い処理と深い処理
があるとされているが、通訳はこの中間の処理ではないかと考える（宮崎 , 2005）。浅
い処理では意味処理は行わないとされているが、通訳では訳出という意味処理が行わ
れる。しかし訳出された情報の意味内容をじっくり考えるといった翻訳のような時間
的余裕はなく、通訳業務が終わるとあまり細部は記憶していないことがよくある。通
訳時の処理水準は比較的浅く、中期記憶にいったん訳文が格納され、逐次通訳では話
し手が区切るたびに、同時通訳ではパラグラフ程度の単位ごとに新情報が訳出されて
は更新されるのではないだろうか（宮崎 , 2005）。 
 個人差はあるものの、先に述べたように、2 秒といわれているワーキングメモリに比
べて中期記憶の時間的長さはどれ程なのであろうか。本調査で明らかになった連体修
飾節の時間的長さによる統計結果での 5 秒から 6 秒台での変化に何かしら関係性があ
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るかもしれない。  
通訳の言語処理は浅い処理で、訳出した意味内容が深く記憶にとどまるのではない、
とはプロの通訳者たちが共通して使う言葉である。通訳者は大意や印象に残った部分
のみ長期記憶へ送り、ワーキングメモリまたは中期記憶に送られた情報は処理水準も
あまり深くなく、コンピュータのデスクトップでゴミ箱を空にするようにして記憶を
更新し、次に備えると思われる。  
 
3.4.4 連体修飾節の形態素数  
 連体修飾節の平均形態素数は、SLS が 20 個、TLS が 15 個であった。若干ではある
が、形態素数の平均からも SLS のほうが多い。つまり連体修飾節が長くなり形態素数
が多くなるほど SLS の訳出方略を選択する傾向が見受けられるということである。
TLS 方略は連体修飾節をすべて聞き終えて主要部まで把握してから訳出するので、通
訳者は記憶力が頼りとなることが裏付けられる。 
 当初想定していたのは、連体修飾節の形態素数が多くなればなるほど、通訳者の記
憶保持が困難となり、SLS 方略による順送り訳出が使用されるだろうということであ
った。 
  
 3.4.5 形態素数と中期記憶仮説  
 前節にて述べたように、中期記憶はワーキングメモリと似て一時的な記憶保持の座
だが、もう少し長いスパンで、記憶を保持できるのではないかと思われる。斉藤（2002）
はワーキングメモリにも個人差があると指摘している。学生たちが一夜漬けで暗記に
取り組むのはこの中期記憶の働きをよく知ってうまく使っているものと思われる。し
かし一夜漬けした記憶の中でも長くとどまっている項目もある。つまり、一夜漬けの
ような中期記憶の一部は長期記憶へと送られる、あるいは記憶の座は明確に区切られ
ているのではなく、連続量・体のように考えることもできるかもしれない。  
 通訳者は練習により記憶のスパンが伸びるのではないだろうか。たとえば
Reproduction という練習（宮崎, 2002）を通訳者は使う。これは初めて聞く英文を一
度聞いただけでメモを取らないで記憶、すぐ口頭で繰り返す練習である。中・高校生
では最初は 1 語か 2 語、よく取れて 4 語程度だが、トップレベルの通訳者では一度聞
いただけで 14 から 15 語一度に聞き取るといわれている。筆者のような普通の通訳者
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では 10 から 12 語程度である。  
 本調査では、連体修飾節の形態素数をカウントしたが、TLS の平均が 15 個というこ
とは、連体修飾節を聞き取りする上では中期記憶として保持できる境界線がこのあた
りにあると考えられる。  
 また通常同時通訳では 10.分から 15 分で交代しながら 2 人ないし 3 人体制で取り組
むが、それぐらいでワーキングメモリの中央実行系やその他の部分での疲労がたまり、
また中期記憶の容量を使い切ってしまうのではないかと思われる。  
 通訳者は訳出しつつもすでに訳出した目標言語の情報を「中期記憶」に保持してお
き、中央実行系が以前訳出した情報などに照合して検証したり、修正・補正を行って
いる。これは中期記憶でないと説明しにくい。なぜならこのときの通訳者の記憶の働
き方はワーキングメモリほど少量で短期に消えてしまうのでは役に立たず、また長期
記憶ほど深い処理水準で長期間保持しておく必要もないからである。  
 中期記憶で一定程度の意味のまとまりの訳出や前述の訳出の修正などを行い、コン
ピュータで情報を圧縮するように、またゴミ箱に入れていつでも出せるようにしてお
いて、それ以前の記憶を意識的に更新し、次の情報に備える。逐次通訳の場合は話者
が区切るごとにそれを行う。中期記憶に保持されて訳出された情報の中から、「これは
大意である」と通訳者のメタ認知が判断した情報や印象に残った情報が、文脈として
長期記憶に適宜保持され、技術的な要素は長期記憶の手続き的記憶に貯蔵されるので
はないか（宮崎, 2005）。 
 
 3.4.6 評価 
 同時通訳コーパスより抽出した連体修飾節 139 トークンを TLS か SLS どちらの訳
出方略が使用されているのか分類し、その上で連体修飾節の時間的長さと形態素数を
カウントし統計処理をした。その結果、連体修飾節の時間的長さと形態素数による二
つの分析には似た傾向が現われており、両者には相関関係があるので予想された結果
となっている。連体修飾節の長さが通訳者の記憶の限界を超えるようなら TLS から
SLS へシフトする傾向はある程度見られる。ワーキングメモリと中期記憶仮説の観点
より考察をした。  
しかしながら、発話時間が長く形態素数が多ければ多いほど TLS よりも SLS が現
われるのではないかという予想をしていたが、結果を見ると必ずしもそうとは言い切
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れないことがわかった。SLS の中にも最も短い連体修飾節で 2.752 秒という時間の長
さの例もあり、短い連体修飾節であっても SLS で順送り訳をしている場合もある。ま
た、TLS のほうでは最長で 21.164 秒という連体修飾節も現れている。これは、非常に
長い連体修飾節であっても日本語話者が主要部を発話するまで待ってから訳出してい
るものである。 
 この結果をもとに、訳出方略の選択に関わる他の要因として検討したのが「訳出オ
ーバーラップ時間」である。これはつまり、１文目を話者が話し始め、少し遅れて通
訳者が訳出を始める。話者が 2 文目を発話し始めても、通訳者は 1 文目の訳出をして
いるという状況が同時通訳ではよく起こる。つまり、前文の訳出が話者の次文の発話
に重なる時間のことを本論文では「訳出オーバーラップ時間」と呼ぶこととする。 
 通訳者が SLS で順送り訳をしたいと本当は思っていたとしても、この訳出オーバー
ラップ時間が長くなればなるほど、現実的には訳出を開始できずに TLS で訳出するし
かなくなってしまうのではないだろうか。非常に長い連体修飾節であっても TLS の訳
出方略が選択されているのはこの問題が 1 つの理由になってはいないだろうか。詳細
を第四章にて述べる。  
 
4. 連体修飾節訳出方略の選択に関わる他の要因 
 4.1 同時通訳における前文とのオーバーラップ時間  
 同時通訳の訳出パターンや、同時通訳者がどのような要因で訳出方略を選択してい
るかというこのメカニズムを解明するには様々な要素が考えられる。本研究では連体
修飾節の訳出パターンに焦点をあて、時間的長さと形態素数により訳出方略がある程
度選択されていることが明らかになった。しかしながら、極端に長い連体修飾節であ
っても TLS の方略をとり、同時通訳の行為自体が非常に記憶力に頼りながら進めてい
る要素も強いことがわかった。  
 そこで、同時通訳の訳出方略選択関わる要因が他にないか、筆者も一人の通訳者と
して再考察してみると、図８のように様々な要因を挙げることができる。 
通訳者側の問題としては、訳出パターンの個人差（訳出の癖）があることは否めな
い。節の長さや内容等に関わらず、通訳者の訳出の好みや得意な方略の傾向なども関
係しているであろう。また、話者の発話速度が著しく速い、速度が一定せず変わりや
すい、言い淀み、アクセント等の話者による問題も挙げられる。話者のみならず、音  
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方略の選択に関わる他の要因
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図８ 訳出方略選択に関わる他の要因  
 
声が聞き取りずらい、話者の表情が見えない場所に通訳者が座っている、騒音等、環
境的な問題もある。以上に挙げた要因は、事前打合せや準備等で改善できる余地があ
るものの、発話内容による要因のほうがむしろ訳出方略選択に深く関わり、かつ通訳
という行為自体がリアルタイムでありその場勝負であるという点からも改善や修正す
ることが非常に難しいといえる。  
 発話内容による要因としては、専門用語、略語等の頻出、それから前文の複雑さに
より訳出に時間がとられてしまったために、次の文の訳出がどんどん遅れていくこと
も挙げられる。一般的に同時通訳においてはほとんどメモ取りをせず、間髪いれずに
訳出を継続する。稀にメモを取る内容は基本的に「大きい単位の数字」「氏名、組織名
などの固有名詞」「アルファベット頭文字などの略語」となっている。  
専門用語の突然の出現や話者の発話速度の変化といった様々な要因（訳流抵抗）に
より翻訳の難しさが生じ、結果として訳出オーバーラップ時間がどんどん大きくなる。
訳出方略選択の他の要因として本章では訳出オーバーラップ時間の問題を取り上げる。
１文目を話者が話し始め、少し遅れて通訳者が訳出を始める。話者が 2 文目を発話し
始めても、通訳者は 1 文目の訳出をしているという状況が同時通訳ではよく起こる。
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前節でも述べたように、前文の訳出が話者の次文の発話に重なる時間のことを本論文
では「訳出オーバーラップ時間」と呼ぶこととする。  
  
翻訳し難さ（訳流抵抗）の概念導入
話
者
訳
者
話
頭
話
尾
訳
頭
訳
尾
基点の名前
話
者
訳
者
訳尾話頭
重複
遅延
時
間
時間の重なり
 
図９ 訳出オーバーラップ時間とは  
 
 具体的に訳出オーバーラップ時間について図９をもとに解説する。上の図では話者
と通訳者の発話を示しているが、話者の発話開始（話頭）と通訳者の訳出開始（訳頭）
は同時ではなく、訳頭が若干遅れて始まることが多い。話頭から訳頭までが、まさに
通訳者が訳出せずに待っている時間である。そして、話者の発話終了（話尾）と通訳
者の訳出終了（訳尾）も同時ではなく、訳尾のほうが若干遅れることが多い。しかし
ながら、通訳者が発話速度を上げたり、訳出内容を圧縮する、またフィラーや冗長を
省くことで訳尾の遅れを回避できることもある。下の図では時間の重なり（オーバー
ラップ）を解説しているが、1 文目の話尾と 2 文目の訳頭が重なる部分が 2 文目の遅
延であり、つまりここで言う訳出オーバーラップ時間である。このオーバーラップ時
間が長くなればなるほど通訳者への記憶力と集中力の負担が大きくなる。記憶力と集
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中力の負担を考えるならば、通訳者は SLS の順送り訳出を駆使したほうが順調に訳出
は進行するが、この訳出オーバーラップ時間が大きい場合は TLS の訳出方略を選ばざ
るを得ない。 
本研究で対象としている連体修飾節の前文訳の末尾が、連体修飾節の発話に食い込
む時間（オーバーラップ）が訳出方略判断に関係していないかという観点で、全連体
修飾節の前文からの訳出オーバーラップ時間の長さを計測した。ただし、スピーチの 1
文目に連体修飾節が現れている場合は前文が存在しないので、対象から外している。
この調査の結果が図１０であり、SLS と TLS 訳出方略ごとにどのくらいの時間的長さ
の訳出オーバーラップ時間が生じているのかを発生頻度（％）で分布した。  
それぞれの平均オーバーラップ時間は、SLS が 2.50 秒、TLS が 3.42 秒であり、オ
ーバーラップ時間が長ければ長いほど TLS 方略が選択されて、オーバーラップ時間が
短いほど SLS 方略が選択されるという傾向が見られる。SLS においては、0 秒から 1 
 
重複時間（話頭訳尾）と方略の関係
オーバーラップ時間が長いとTLSが多くなり、短いと
SLSが多くなる傾向があることがわかる。
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図１０ 訳出オーバーラップ時間と訳出方略選択の関係  
 
 41 
秒台のオーバーラップ時間後に最も発生しており、ほぼオーバーラップ時間が無いと  
いう状況のときにこの訳出方略が選ばれていることになる。SLS に比べると、TLS の 
ほうがわりと広く分布しているが、1 秒台、2 秒台、6 秒台のオーバーラップ時間後に 
多く発生している。  
しかしながら、図１０から明らかなように、オーバーラップ時間がマイナスの値も
見受けられる。これはつまり、話者が発話を開始する前に通訳者が対象となる訳出を
開始している例である。要因としては、通訳者が話者の発話内容を予測して訳出を開
始しているか、あるいは話者の発話原稿を持って通訳者が訳出しているかのどちらか
であると考えられる。  
 
4.2 検証 
訳尾話頭（通訳による前文の訳出と話者による次の文の話し始め）の重複時間（オ
ーバーラップ）を調査した結果、平均重複時間は SLS で 2.50 秒、TLS で 3.42 秒であ
った。オーバーラップ時間が長いと TLS が多くなり、短いと SLS が多くなる傾向が
あることがわかった。この結果から、通訳者が訳出方略を選択する際には連体修飾節
の時間的長さや形態素数の問題だけではなく、前文訳出のオーバーラップ時間という
技術的な要素も絡んでいることがわかった。  
 特に、日英の同時通訳では、文の開始後あまり時間がたたないうちに、日本語の原
発言ではまだ得られていない動詞や動詞に付随した情報を推測し、英語の通訳文にい
かに盛り込むかを考えなくてはならない。日本語の発話で使われる副詞から極性やア
スペクトに関する予測を立てるのも一つの方法であり、訳出オーバーラップ時間にマ
イナスの値が出ているということからも、推測力も非常に重要なスキルであることが
窺える。 
 
5.  結論 
 5.1 本研究の総括 
本研究では、日英同時通訳の訳出方略を探る目的で、特に連体修飾節の訳出にあた
り方略選択について統計的に考察をした。連体修飾節を日本語から英語へ訳出するに
あたっては、SLS（Source Language Specific）つまり起点言語（日本語）の語順であ
る「修飾部＋主要部」という訳出方略と TLS（Target Language Specific）つまり目
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標言語（英語）の語順である「主要部＋修飾部」という訳出方略があることを観察し
た。その上で、訳出方略を通訳者が選択する要因となっているものを調査するために、
抽出された連体修飾節の時間的長さと形態素数をカウントし、統計処理を行った。そ
の結果、予想通りに連体修飾節が時間的にも形態素数としても長くなればなるほど
SLS の訳出方略が選択されやすいという傾向が明らかとなり、この結果には有意差も
出ることとなった。  
しかしながら、非常に長い連体修飾節であっても TLS で訳出されている例も見受け
られ、通訳者が記憶力と集中力の負担があるにも関わらず、日本語話者が主要部を発
話するまで訳出を待っていることもあるということがわかった。これを踏まえ、他に
も通訳者が連体修飾節の訳出方略選択の際に要因としている事実があるのではないか
と再検討を行い、その中でも訳出オーバーラップ時間、つまり前文の訳出が遅延する
ことにより起こる次の文の訳出発話への食い込み時間に焦点をあてて更に調査した。
スピーチの 1 文目に連体修飾節が用いられているケースを除き、抽出された連体修飾
節の前の文からの訳出オーバーラップ時間を計測し、オーバーラップ時間が長ければ
長いほど TLS 方略が選択されて、オーバーラップ時間が短いほど SLS 方略が選択さ
れるという傾向が見られた。  
 日英同時通訳における連体修飾節の訳出方略選択については、時間的長さ、形態素
数、前文との訳出オーバーラップ時間の全てが要因となっていることがわかった。本
研究で対象としている連体修飾節の訳出方略については、同時通訳の訳出パターンを
探る上での一例であるが、日本語と英語のように語順や前置修飾・後置修飾といった
文法的な差異が比較的大きい言語間を通訳するためには通訳者がどのような障害を乗
り越えて作業しているのかを探るには極めて明瞭なヒントを得ることのできる検証で
あると言える。 
 
 5.2 問題点と課題 
本研は、実際の同時通訳データを用いて具体的に検証した、定量的な分析であるが、
同時通訳の訳出方略の選択にはいくつかの要因が存在すると予想される。本研究にお
いても、連体修飾節の訳出パターンを対象とし、方略選択には連体修飾節の時間的長
さ、形態素数、また前文からの訳出オーバーラップ時間が総合して要因となっている
ことが明らかとなった。つまり、同時通訳には多数の訳流抵抗が存在するわけである
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が、プロの通訳者が日々行っている訓練はこれらの作業効率改善をもたらし、通訳の
パフォーマンス、質の改善につながるという観点から通訳技術習得プロセスを更に分
析を進めることが有益であると考えられる。  
日本語を母国語とし、英語を第 2 言語とする通訳者が今後も多数を占めるであろう
わが国通訳界の現状を考える（小松, 2001）と、通訳技術向上のために、通訳科学の観
点からの成果が不可欠である。筆者を含む日英語間の通訳者にとって重要かつ身近な
ものであるが、研究対象としては未開拓であり、また通訳者の評価、通訳技術、言語
力、養成などいくつかの関連分野にまたがる複雑な問題でもある。  
また、通訳業界にとっても、同時通訳者の負担（記憶力、集中力）をより良く理解
し通訳倫理を保つ有益な情報となるよう本研究を進める重要性がある。コスト削減を
して１名の通訳で切り盛りしようとせずに、２、３名体制で通訳チームを組み、通訳
品質を下げずにパフォーマンスを提供し続けることも通訳者としての使命であり、ま
た同時通訳における聴者の聴きやすさ、通訳技術の学習者や通訳教育に従事する者、
また実際の通訳者に対して聴きやすい通訳を提供するための１つの指標ともなり得る。 
 通訳者は膨大な訓練によって蓄積された訳出方略を駆使している。実際の通訳者の
訳出方略を更に大量に調査することにより、同時通訳に有用な訳出パターンを収集し、
それを通訳ツールとして利用することができる。また、同時通訳者の教育・スキル向
上研修にとっても常に最新の研究成果を活用することが可能である。  
 
 5.3 今後の展望 
話し言葉に関する研究の進展にともない、大規模音声言語コーパスの需要は、認知
科学や音声学、言語学に及ぶ諸分野においても大いに高まりつつある。また、近年様々
な分野で、同時通訳を対象とした研究が行われており、本研究と同様に同時通訳デー
タを綿密に分析する定性的研究がなされている。  
 同時通訳は、聞き取った発話を保持しながら、それを他の言語に変換し、さらに変
換した内容を聴き手に伝えなければならない。その言語処理の複雑さから、同時通訳
は、ワーキングメモリの極限レベルでの作業事例として扱われるなど、認知科学、認
知言語学の分野において、そのメカニズムが広く研究されている。本研究においても
中期記憶仮説との関連について触れたが、同時通訳者の振る舞いを観察することで今
後も非常に有益な学術的展開が期待される。  
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 また、通訳者の通訳訓練として用いられる、シャドーイングやサイト・トランスレ
ーションなどのメソッドを、外国語学習に導入する有益性が研究されている。本件急
においても、同時通訳者は聞き取った発話を語順に従って順送りに訳出する（SLS）
方略が効果的に用いられていることが明らかになったことから、人間が母語を聴解す
るプロセスと類似しており、第二言語獲得への効果があるといえる。  
 さらに、近年大学において、実践的で、高度な専門的資質を有する人材育成を目指
し、通訳者を養成するためのカリキュラムを設ける大学が増えている。そういった大
学で設けられている通訳理論、通訳技術論などの講座に定量的な分析結果を研究成果
として活用する展開にも期待したい。  
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付録 同時通訳コーパスより抽出された連体修飾節のデータ一覧  
＜スピーチ１＞  
形
態
素
数 
経
過
時
間 
日 文 英 文 
方
略
名 
訳
尾
話
頭 
重
複
時
間 
18 6.284 0062 - 03:28:148-03:32:284 N: 0070 - 03:30:256-03:31:375 I: TLS 0.443 
  
戦争によって引き起こされたいろんな<H>
問題を処理することに 
the <FV> Post War   
  0063 - 03:32:648-03:34:432 N: 0071 - 03:31:872-03:32:223 I:   
  (F え)努力の中心が払われた era,   
   0072 - 03:32:552-03:33:847 I:   
   (F ah) which was devoted   
   0073 - 03:34:424-03:37:968 I:   
      
to solving many of the problems that 
occurred during the war. 
    
15 7.152 0138 - 07:22:264-07:27:436 N: 0160 - 07:28:336-07:30:647 I: TLS 4.175 
  
そして(A 千九百六十八 ;１９６８)年に
はそれまでアメリカが占領しておりま
した 
the Ogasawala (? octo logo)   
  0139 - 07:27:908-07:29:416 N: 0161 - 07:31:064-07:32:199 I:   
  小笠原が返還され (F ah) which was occupied   
   0162 - 07:32:512-07:33:527 I:   
   by the United States   
   0163 - 07:33:936-07:36:375 I:   
      
(F uh) was returned and (R in 
Okinawa) 
    
13 4.808 0200 - 10:49:044-10:51:888 N: 0229 - 10:50:296-10:51:143 I: TLS 0.851 
  この第一期と私が勝手に呼んでる And this is the   
  0201 - 10:52:112-10:53:852 N: 0230 - 10:51:464-10:54:488 I:   
 48 
    (F え<H>)時期でございます<SB> 
first period that I have named for 
my own purpose. 
    
24 8.808 0246 - 13:21:540-13:22:988 N: 0292 - 13:24:272-13:25:831 I: SLS 2.004 
  (A 千九百九十 ;１９９０)年 
in the summer of (A nineteen 
ninety; 1990) 
  
  0247 - 13:23:580-13:30:348 N: 0293 - 13:26:424-13:28:799 I:   
  
の夏にはイラクによるクウェートの侵
攻(F え)占領という大変に大きな事
件が起きた次第でございます<SB> 
(F ah) Iraqis invaded Kuwait   
   0294 - 13:29:256-13:31:176 I:   
      that was a very big event     
36 12.18 0256 - 14:04:792-14:13:036 N: 0308 - 14:07:768-14:08:463 I: SLS 2.023 
  
ご承知の通りわが国では日本 (にほ
ん)が軍事大国にならない再び他国を
侵略してはいけないという(R ひみ)意
味の 
our country   
  0257 - 14:13:500-14:16:976 N: 0309 - 14:08:896-14:13:079 I:   
  
平和主義というものは非常にしっかり
根付いていると思われます<SB> 
can not or is not allowed to become 
a big military power 
  
   0310 - 14:13:704-14:15:087 I:   
   and this is stated   
   0311 - 14:15:856-14:16:920 I:   
   (F ah) in (F ah) the (F ee)   
   0312 - 14:17:263-14:19:143 I:   
   peaceful doctrine that we have   
   0313 - 14:20:992-14:21:471 I:   
      put up.     
31 12.58 0271 - 14:57:288-15:01:764 N: 0326 - 14:59:752-15:00:071 I: SLS 1.543 
  まあそういうような自国が侵略しない Now   
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というだけでなくて 
  0272 - 15:02:188-15:06:848 N: 0327a - 15:01:424-15:03:952 I:   
  
国際社会の平和努力に積極的に貢
献するという意味の 
not just concerning invasion of 
another country 
  
  0273 - 15:07:180-15:07:940 N: 0327b - 15:04:248-15:04:736 I:   
  平和主義も (F ah) but   
  0274 - 15:08:332-15:09:864 N: 0328 - 15:05:184-15:08:888 I:   
  (F え<H>)あると思いますが 
(F ah) (R to) to be able to 
contribute positively to 
international peace 
  
   0329 - 15:09:328-15:11:800 I:   
      
(F ah) is the peaceful doctrine that 
Japan has. 
    
25 9.928 0281 - 15:34:236-15:41:204 N: 0342 - 15:41:616-15:42:616 I: SLS 6.331 
  
(F え<H>)実感として実際の問題に
関連して強く感じられたのはこの(A 
千九百九十 ;１９９０)年 
people of Japan   
  0282 - 15:41:712-15:44:164 N: 0343 - 15:42:896-15:46:231 I:   
    
の湾岸危機の時期だったと思います
<SB> 
at the time of the Gulf Crisis or 
when it broke out. 
    
21 7.592 0311 - 17:28:908-17:33:776 N: 0388 - 17:34:112-17:36:864 I: TLS 4.827 
  
日本も積極的に国際平和の為に貢
献しなくてはならないという 
(F ah) there was this (? (R con)) 
conciseness amongst the people 
  
  0312 - 17:34:228-17:36:500 N: 0389 - 17:37:208-17:40:528 I:   
    
(F え<H>)意識が生まれてきたからで
ございます<SB> 
(F ah) that we should <FV> 
contribute positively to 
international peace. 
    
31 13.16 0359 - 20:08:028-20:12:416 N: 0455 - 20:10:000-20:11:663 I: SLS 1.227 
  社会党共産党がいわゆる東側の立 Socialists and Communists   
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場を代表する 
  0360 - 20:13:060-20:17:308 N: 0456 - 20:11:960-20:14:543 I:   
  
という形国会での<H>論議というのも
真っ向から対決する 
were the representatives of the 
East. 
  
  0361 - 20:17:756-20:18:700 N: 0457 - 20:14:976-20:16:103 I:   
  そういう非常に This was (F ah,   
  0362 - 20:18:904-20:21:184 N: 0458 - 20:16:544-20:18:487 I:   
  
対決ムードが満ち満ちていた時代で
す<SB> 
ah) the deliberation's that were 
being 
  
   0459 - 20:18:936-20:22:351 I:   
      
(F ah) done (R in) at the diet, it was 
a head on clash. 
    
47 20.9 0380 - 20:56:144-20:59:760 N: 0472 - 20:58:704-21:00:168 I: SLS 1.712 
  
(V_息)いうまでもなくこの戦後五十年
ということで 
Goes without saying that the   
  0381 - 21:00:156-21:01:912 N: 0473 - 21:00:600-21:01:391 I:   
  今年一つの節目と fifty years   
  0382 - 21:02:116-21:02:924 N: 0474 - 21:01:632-21:02:823 I:   
  申しますか of the Post War area   
  0383 - 21:03:440-21:08:560 N: 0475 - 21:03:152-21:03:463 I:   
  
(F え<H>)節目というのは英語になる
かどうかよく判りませんが 
has   
  0384 - 21:08:896-21:09:132 N: 0476 - 21:05:352-21:07:232 I:   
  転<C> (F ah, nn) come to a turning point.   
  0385 - 21:09:380-21:10:012 N: 0477 - 21:07:488-21:09:672 I:   
  換点  
I don't know whether this (F ah) 
fushime, Japanese, 
  
  0386 - 21:10:212-21:11:248 N: 0478 - 21:09:960-21:10:711 I:   
  と申しますか can be   
  0387 - 21:11:800-21:17:048 N: 0479 - 21:11:016-21:13:352 I:   
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歴史的な転換点といったらいいのか
もしれませんがそういう時期になった
と思います<SB> 
(F ah) translated into English but I 
would say it's (F ah) 
  
   0480 - 21:13:704-21:15:439 I:   
      a turning point in history.     
42 19.34 0389 - 21:21:788-21:23:900 N: 0483 - 21:23:776-21:25:647 I: TLS 1.411 
  (F え)第二次大戦は何だったのか what was the Second World War   
  0390 - 21:24:116-21:25:072 N: 0484 - 21:26:136-21:26:520 I:   
  というような事  or   
  0391 - 21:25:392-21:26:696 N: 0485 - 21:29:424-21:30:991 I:   
  或は第二次  even before the Second World War,   
  0392 - 21:27:080-21:33:172 N: 0486 - 21:31:688-21:32:559 I:   
  
(F え<H>)世界大戦以前に遡ってわ
が国の行ったアジアでの植民地支配  
what was   
  0393 - 21:33:796-21:36:412 N: 0487 - 21:32:768-21:33:943 I:   
  
というものに対する反省をすべきでは
ないかと 
the colonialism   
  0394 - 21:36:852-21:41:128 N: 0488 - 21:34:456-21:35:239 I:   
  
いうような色々過去に関する議論が
最近は行われております<SB> 
that Japan   
   0489 - 21:35:832-21:37:632 I:   
   (F ah) was involved in before that.   
   0490 - 21:37:816-21:39:247 I:   
   Should we reflect upon (R that)   
   0491 - 21:40:200-21:42:600 I:   
      
that is the kind of discussions that 
we have been seeing, 
    
26 10.32 0404 - 22:14:272-22:19:776 N: 0506 - 22:16:552-22:20:216 I: TLS 1.383 
  この日本の過去についての反省即ち and (F ah) (R the) that was   
 52 
日本が過去において行った戦争  reflecting upon what Japan 
  0405 - 22:20:404-22:24:592 N: 0507 - 22:20:504-22:24:487 I:   
  
或は植民地支配というものについて
の反省というものが 
did in the past, or the war Japan 
was involved in the past or the 
wars 
  
   0508 - 22:24:784-22:25:607 I:   
      that started.     
11 5.348 0498 - 28:32:696-28:34:984 N: 0659 - 28:35:168-28:36:495 I: SLS 1.439 
  (F え<H>)歴史を教訓に we have to learn from history   
  0499 - 28:35:252-28:38:044 N: 0660 - 28:37:120-28:37:543 I:   
  平和への決意を新たにする決議  to   
   0661 - 28:37:808-28:40:655 I:   
   
strengthen (R our) our 
determination concerning peace. 
  
   0662 - 28:41:192-28:42:191 I:   
      That was the resolution     
12 4.776 0509 - 29:07:156-29:07:876 N: 0670 - 29:07:232-29:07:703 I: TLS -0.49 
  他国民  We   
  0510 - 29:08:296-29:11:932 N: 0671 - 29:10:952-29:15:927 I:   
    
(F え)特にアジアの諸国民に与えた
苦痛を認識し 
(F ah) have to recognize the 
suffering that we inflicted upon the 
Asian people 
    
＜スピーチ２＞  
形
態
素
数 
経
過
時
間 
日 文 英 文 
方
略
名 
訳
尾
話
頭 
重
複
時
間 
29 8.516 0004 - 00:07:936-00:16:452 N: 0003 - 00:10:216-00:10:871 I: TLS -1.28 
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(F え)今日ご出席の皆様方は<H>私
(わたくし)が普段から(R ひたしく;親し
く)させて頂いておる(R かったがた;
方々)ばかりでございますので(V_鼻を
すする音)(F え)私が何を言うかとい
うことはだいたい 
All of you   
   0004 - 00:11:120-00:11:607 I:   
   here   
   0005 - 00:12:160-00:14:984 I:   
   
are the people who I have a very 
good relations. 
  
   0006 - 00:15:592-00:19:368 I:   
      
So I think you are already aware 
what I am going to talk about 
    
14 4.576 0118 - 06:14:804-06:19:380 N: 0142 - 06:18:920-06:21:079 I: TLS 2.779 
  
(F え<H>)(? けいしゃり)の機能を強
化する気だという議論もなされており
まして 
so there was discussion to   
   0143 - 06:23:360-06:25:303 I:   
      reinforce ECOSOC.     
20 6.256 0129 - 06:49:704-06:55:960 N: 0152 - 06:55:112-07:00:407 I: TLS 5.111 
    
また<H>一方においてこの国連の分
担金をちゃんと払わない国があるとい
うような事もありまして 
And also there are some countries 
which are unable to pay it's a lot it 
contribution to UN. 
    
33 10.44 0175 - 09:26:304-09:31:720 N: 0210 - 09:30:744-09:34:239 I: TLS 4.111 
  
(F え<H>)他方においてこれは冷戦と
直接関係ないことなんですが東アジ
アにおいては 
And it is not direct related to (F uh) 
the cold war, 
  
  0176 - 09:32:124-09:34:528 N: 0211 - 09:34:680-09:34:984 I:   
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  非常に経済発展が進んでいるような but   
  0177 - 09:34:752-09:35:568 N: 0212 - 09:35:872-09:36:631 I:   
  プラスの面も we (R o, we,   
  0178 - 09:35:768-09:36:744 N: 0213 - 09:37:120-09:37:167 I:   
  あると思います<H><SB> o)   
   0214 - 09:37:600-09:39:496 I:   
   also have a very positive (R in)   
   0215 - 09:40:376-09:42:951 I:   
   
factor that (F uh) economic 
development is very 
  
   0216 - 09:43:400-09:44:111 I:   
   (F um)   
   0217 - 09:46:920-09:48:792 I:   
   thriving in (F uh) the   
   0218 - 09:49:920-09:52:359 I:   
      
east some of East Asian (R re) 
countries. 
    
24 10.36 0207 - 11:09:260-11:17:464 N: 0249 - 11:10:864-11:11:847 I: TLS 1.18 
  
最近ますます(F この)一国二国の範
囲を超えた(V_鼻をすする音)地球的
な規模の非常に深刻な問題というこ
とが 
quite recently,   
  0208 - 11:18:508-11:19:616 N: 0250 - 11:15:312-11:15:983 I:   
  出てきております<H><SB> global   
   0251 - 11:16:768-11:17:495 I:   
   serious   
   0252 - 11:17:712-11:18:359 I:   
   problems   
   
0253 - 11:19:344-11:20:192 I: 
 
 
   
are occurring 
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0254 - 11:20:872-11:21:167 I: 
 
 
   
which 
 
 
   
0255 - 11:21:360-11:26:631 I: 
 
 
 
 
 
 
 
 
exceeds the boundary of single 
countries or two such as an 
environmental issues, 
 
 
  
13 4.324 0247 - 13:50:500-13:54:824 N: 0312 - 13:51:256-13:52:031 I: SLS 0.348 
  
(F え<H>)さらにはラテンアメリカを含
めた地域間の協力というような形で 
OSC   
   0313 - 13:52:424-13:53:535 I:   
   and including   
   0314 - 13:54:416-13:55:967 I:   
   Latin American countries   
   0315 - 13:56:760-13:57:591 I:   
      can also be in     
19 10.01 0271 - 14:59:296-15:01:072 N: 0339 - 15:00:552-15:02:623 I: SLS 0.711 
  (F え<H>)またラテンアメリカでも And in Latin American countries   
  0272 - 15:01:436-15:06:544 N: 0340 - 15:02:952-15:03:504 I:   
  
メルコスールというような形で地域的
な経済協力が行われている 
there's a   
  0273 - 15:07:508-15:09:304 N: 0341 - 15:04:376-15:06:759 I:   
  ということがございますが (F uh) structure called Melcosool   
   0342 - 15:07:232-15:09:407 I:   
      for the regional cooperation.     
22 9.436 0311 - 17:16:492-17:20:112 N: 0390 - 17:19:656-17:23:999 I: TLS 0.772 
  
(F え<H>)北東アジア協力対話という
ような形で 
(V_lip) And the cooperation and the 
dialogue of the Northeastern Asian 
countries, 
  
  0312 - 17:20:620-17:23:784 N: 0391 - 17:25:176-17:27:368 I:   
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政府と民間の代表者が参加する会
議を 
they have been in a couple of 
conferences 
  
  0313 - 17:24:208-17:25:928 N: 0392 - 17:27:744-17:31:719 I:   
    何回か開催致しました<SB> 
(F uh) inviting and (F the) 
governmental officials and others. 
    
12 5.744 0362 - 20:30:828-20:36:572 N: 0453 - 20:38:016-20:42:240 I: TLS 6.868 
  
アジアでは最近インドを中心としてい
わゆる南西アジアの経済発展  
but the (F uh) we feel the 
development in the South<C> 
  
   0454 - 20:42:520-20:43:167 I:   
   western   
   0455 - 20:43:440-20:45:351 I:   
      Asian countries including India.     
35 16 0390 - 21:59:372-22:00:416 N: 0481 - 22:00:648-22:01:119 I: SLS -1.02 
  それから And   
  0391 - 22:00:664-22:01:640 N: 0482 - 22:06:592-22:10:568 I:   
  (F え<H>) 
the US presence is very important 
for the security 
  
  0392 - 22:01:888-22:03:828 N: 0483 - 22:10:856-22:16:104 I:   
  アメリカのプレゼンスというものが 
and safety and stability in the 
Asian Pacific region countries and 
this concept would be 
  
  0393 - 22:04:144-22:08:308 N: 0484 - 22:17:040-22:18:504 I:   
  
アジア太平洋全体の安定と平和にと
って重要であろう 
actually shared many.   
  0394 - 22:08:752-22:10:040 N:    
  というような認識は    
  0395 - 22:10:596-22:15:376 N:    
    
アジア太平洋の多くの国々に共有さ
れていると思います<H><SB> 
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33 14.87 0427 - 24:24:204-24:25:952 N: 0522 - 24:29:072-24:33:488 I: TLS 4.588 
  (F え<H>)政府としても 
But the government or private (F 
uh) public sector can also 
contribute by 
  
  0428 - 24:26:428-24:28:804 N: 0523 - 24:33:840-24:34:927 I:   
  国内の規制緩和でございますとか (F uh) deregulation   
  0429 - 24:29:252-24:30:928 N: 0524 - 24:35:440-24:37:831 I:   
  あるいは二国間  and to make effort for the   
  0430 - 24:31:264-24:36:548 N: 0525 - 24:38:368-24:40:399 I:   
  
多数国間の交渉による経済の循環と
いうような努力を続けるべきだろうと 
(F uh) (R circu) (F uh) economic 
circulation 
  
  0431 - 24:37:092-24:37:984 N: 0526 - 24:40:920-24:41:975 I:   
  こういう風に in a global   
  0432 - 24:38:184-24:39:076 N: 0527 - 24:42:680-24:43:120 I:   
    思います<H><SB> scale.     
19 5.944 0449 - 25:46:444-25:52:388 N: 0550 - 25:50:664-25:54:016 I: TLS 2.636 
  
(F え)そしてそういうものを通じて知
恵を出していくと<FV>そういう事でも
貢献するべきだと思います<SB> 
and then (F uh) we should also 
contribute 
  
   0551 - 25:54:288-25:56:495 I:   
      
by gathering the wisdom of the 
people. 
    
32 11.59 0461 - 26:18:872-26:21:032 N: 0564 - 26:25:480-26:26:447 I: TLS 6.24 
  冷戦後の世界に対する認識  I have just covered   
  0462 - 26:21:544-26:24:652 N: 0565 - 26:26:856-26:29:168 I:   
  
(F え<H>)そして二十一世紀にどうい
う課題があり 
(F uh) the point I wanted to talk 
about. 
  
  0463 - 26:24:876-26:27:356 N: 0566 - 26:29:368-26:31:456 I:   
  どういう対処をすべきかという点につ And these (R has; have) been my   
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きまして idea about 
  0464 - 26:27:748-26:30:464 N: 0567 - 26:31:840-26:32:759 I:   
  
私(わたくし)なりの考えを申し上げた
次第でございます<SB> 
(F um) the   
   0568 - 26:33:080-26:37:144 I:   
      
solve (R pro) problems (R at) for 
the (A twenty first; 21st) century 
and how we can co-op with it. 
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28 15.58 0255 - 10:39:544-10:42:044 N: 0249 - 10:44:672-10:49:216 I: TLS 4.864 
  もう少し(F え<H>)政策 
but in this particular context, what I 
like to emphasize is the 
  
  0256 - 10:42:564-10:45:936 N: 0250 - 10:49:480-10:51:072 I:   
  
あるいは外交的な関心から活動して
いる 
private organizations   
  0257 - 10:46:652-10:48:084 N: 0251 - 10:51:352-10:55:608 I:   
  民間の様々な 
which are more involved in the field 
of political affairs or political 
  
  0258 - 10:48:572-10:49:800 N: 0252 - 10:55:952-10:57:312 I:   
  (F え<H>)組織の間で policy makings and   
  0259 - 10:50:288-10:52:624 N: 0253 - 10:57:704-10:58:767 I:   
  協力関係ができ<H>ないだろうかと external affairs.   
  0260 - 10:53:624-10:55:128 N:    
    
いうふうに言 (い)われております
<H><SB> 
      
18 9.636 0325 - 14:03:488-14:05:672 N: 0335 - 14:11:672-14:15:360 I: TLS 7.304 
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(F え<H>)我々が見ていてどうなるだ
ろう 
we should not just (F uh) stand and 
observe what's happening. 
  
  0326 - 14:06:340-14:10:620 N: 0336 - 14:15:744-14:17:352 I:   
  
という問題ではなくて(V_息)(F え
<H>)(R どうす)どうするのかと 
The important issue is how   
  0327 - 14:11:260-14:13:124 N: 0337 - 14:17:904-14:18:671 I:   
  いう問題<H>(F え)であると<SB> and what   
   0338 - 14:18:928-14:19:775 I:   
      do we want to,     
12 5.92 0344 - 14:53:156-14:55:204 N: 0359 - 14:56:224-14:59:680 I: SLS 2.643 
  こういうアジア太平洋に今  
in this Asia Pacific region with 
these characteristics, 
  
  0345 - 14:55:864-14:59:076 N: 0360 - 15:00:144-15:02:504 I:   
    形成されつつある制度化の中心が 
a lot of institutions are being 
developed. 
    
21 10.32 0423 - 18:56:332-18:58:976 N: 0473 - 19:06:264-19:09:943 I: TLS 7.187 
  
この<H>(A アセアン;ＡＳＥＡＮ)の周り
にですね 
(F uh) with ASEAN at the core, 
ASEAN has a 
  
  0424 - 18:59:500-19:05:092 N: 0474 - 19:10:448-19:11:239 I:   
  
非常に(A アセアン;ＡＳＥＡＮ)を中心
とする(R せんし)先進諸国を包み込
んだ制度を 
mechanism   
  0425 - 19:05:484-19:06:656 N: 0475 - 19:11:592-19:12:479 I:   
  持っています<H><SB> (F uh) to   
   0476 - 19:13:328-19:16:615 I:   
      
engage advanced countries in their 
dialogue. And also 
    
18 12.1 0436 - 19:39:876-19:40:552 N: 0482 - 19:29:112-19:30:079 I: TLS -11.1 
  というような which is the Treaty   
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  0437 - 19:41:316-19:42:964 N: 0483 - 19:30:360-19:32:919 I:   
  紛争の平和的な処理  
(F uh) to make ASEAN free from 
war 
  
  0438 - 19:44:376-19:46:928 N: 0484 - 19:34:080-19:37:736 I:   
  
(F え<H>)不戦共同体を目指してい
る 
and to promote peaceful 
settlements of conflicts 
  
  0439 - 19:49:524-19:51:972 N: 0485 - 19:38:016-19:39:063 I:   
    
そういう<H>条約<H>なんです
<H><SB> 
and disputes.     
10 7.512 0582 - 26:35:376-26:37:456 N: 0642 - 26:41:016-26:42:424 I: SLS 5.239 
  (F え<H>)そこで七十年代には 
In the (A nineteen seventies; 
1970's) 
  
  0583 - 26:37:980-26:38:820 N: 0643 - 26:43:704-26:45:415 I:   
  我々が what we meant as   
  0584 - 26:39:180-26:40:104 N: 0644 - 26:46:112-26:47:487 I:   
  (F え<H>)議論した internationalization   
  0585 - 26:41:008-26:42:888 N:    
    (F え)国際化<H>なんですが       
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16 5.984 0305 - 12:20:748-12:21:924 N: 0261 - 12:33:064-12:38:784 I: TLS 11.47 
  
(F え<H>)(F まあ)グレーな(R イメ
ジ;イメージ) 
(F ah) but (F ah) people in general 
had a gray image to the 
administration. 
  
  0306 - 12:22:184-12:23:644 N: 0262 - 12:39:344-12:39:727 I:   
  あんまりこう信頼できないと So   
  0307 - 12:24:476-12:26:732 N: 0263 - 12:39:992-12:41:768 I:   
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いうようなイメージがあったんですね
<SB> 
that kind of distrust     
15 8.816 0688 - 29:28:608-29:31:744 N: 0617 - 29:32:088-29:36:303 I: SLS -1.09 
  
(F え<H>)(F まあ)<FV>生活に困っ
た国民は 
So if (F ah) their lives will be very 
difficult 
  
  0689 - 29:32:836-29:33:664 N: 0618 - 29:38:008-29:39:383 I:   
  (F あ<H>)(R くしゅ) (F ah) national people   
  0690 - 29:33:884-29:35:476 N: 0619 - 29:39:824-29:40:743 I:   
  ムシャラフに対してですねえ (F ah) (R will   
  0691 - 29:35:896-29:37:424 N: 0620 - 29:41:792-29:45:295 I:   
  
(V_リップノイズ)反発していくかもしれ
ないと<SB> 
(F ah) will refuse (F ah) the 
Musharaff government) 
  
   0621 - 29:45:776-29:47:439 I:   
      may refuse national government.     
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13 5.824 0029 - 01:11:092-01:11:700 N: 0036 - 01:16:872-01:18:104 I: SLS 5.547 
  非常に the athletes   
  0030 - 01:12:508-01:15:972 N: 0037 - 01:18:560-01:19:287 I:   
  
試合に参加しておられる日本 (にほ
ん)の青年たち 
of the   
  0031 - 01:16:184-01:16:916 N: 0038 - 01:19:816-01:22:487 I:   
  の表情が 
succor in this competition in the 
world game, 
  
   0039 - 01:22:984-01:24:671 I:   
      the young athletes look very     
8 4.392 0115 - 03:58:300-03:58:988 N: 0109 - 04:00:744-04:04:023 I: TLS 1.403 
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  あと日本<C> 
It is quite different from (F uh) 
Japan where you can 
  
  0116 - 03:59:208-04:00:856 N: 0110 - 04:04:400-04:07:392 I:   
  語だけでも暮らせる(R せかい) 
live your life surrounded by 
Japanese and (F uh) 
  
  0117 - 04:01:516-04:02:692 N:    
    (F あ)生活が       
16 5.756 0238 - 08:46:276-08:48:072 N: 0234 - 08:53:144-08:56:063 I: TLS 6.387 
  ある意味では外国のものが 
(F a) the countries are inundated 
with goods 
  
  0239 - 08:48:288-08:52:032 N: 0235 - 08:56:424-08:57:655 I:   
    
こんなに氾濫している国も(R すくな
いわけ)<FV>(F う)(R すくないわけ) 
(F a) from overseas.     
18 7.48 0272 - 10:07:140-10:08:748 N: 0270 - 10:11:440-10:12:599 I: SLS 3.867 
  (F え<H>)でその方たちは (F uhm) some of them   
  0273 - 10:08:980-10:14:620 N: 0271 - 10:13:128-10:17:880 I:   
  
ロンドン在勤の(R ん)の長かった銀
行とか商社マンでありましたけれども 
are the people (R who stationed 
who are) who are stationing 
overseas such as London over a 
long time. 
  
   0272 - 10:18:640-10:21:200 I:   
   
(F uh) They (F uh) station as the 
head of the 
  
   0273 - 10:21:744-10:23:224 I:   
   London office (F uhm)   
   0274 - 10:23:520-10:25:999 I:   
      
(F uh) from the bank or the trading 
(F uh) firms 
    
9 3.38 0280 - 10:28:112-10:31:492 N: 0277 - 10:33:936-10:38:368 I: TLS 4.928 
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海外生活が長かった人達であります
ね<SB> 
(F uh) Those Japanese people who 
have rather abundant experience 
of living overseas 
    
15 5.344 0354 - 13:12:244-13:17:588 N: 0346 - 13:15:760-13:17:399 I: TLS 2.836 
  
(F え<H>)国境を知らない世界的な
問題ですからそれに<H>対しては世
界的な 
All those issues are   
   0347 - 13:18:192-13:19:967 I:   
   transcending (F uh) the (F a)   
   0348 - 13:20:200-13:21:671 I:   
      national boundaries so     
14 4.296 0394 - 14:39:956-14:42:532 N: 0389 - 14:43:072-14:45:160 I: TLS 1.515 
  
日本(にほん)が関わった(A ピーケー
オー;ＰＫＯ)のうち二つを 
I was involved in two (F uh)   
  0395 - 14:42:784-14:44:252 N: 0390 - 14:45:464-14:48:528 I:   
    担当することになりました<SB> 
of such PKO activities where 
Japan was involved. 
    
35 13.54 0423 - 15:51:148-15:52:060 N: 0411 - 15:55:496-15:56:751 I: TLS 3.491 
  (F え<H>)関係  (F e) party (F uh)   
  0424 - 15:52:420-15:54:148 N: 0412 - 15:57:016-15:58:015 I:   
  その紛争の当事者  in the disputes.   
  0425 - 15:54:388-15:55:580 N: 0413 - 15:58:736-15:59:855 I:   
  関係者の間で Whether they   
  0426 - 15:55:916-15:56:708 N: 0414 - 16:00:304-16:00:583 I:   
  本当に had   
  0427 - 15:57:360-15:58:852 N: 0415 - 16:00:928-16:02:343 I:   
  武力を放棄してですね the firm determination   
  0428 - 15:59:532-16:01:008 N: 0416 - 16:02:872-16:03:383 I:   
  平和の道を探ると to   
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  0429 - 16:01:240-16:02:668 N: 0417 - 16:03:648-16:05:567 I:   
  話し合いの道を探る 
go through the path way to the 
peace, 
  
  0430 - 16:02:944-16:04:692 N: 0418 - 16:06:128-16:06:679 I:   
  という決意があるかどうか whether   
   0419 - 16:06:904-16:07:263 I:   
   the (R p)   
   0420 - 16:07:616-16:08:135 I:   
   parties   
   0421 - 16:08:560-16:10:944 I:   
   
directly involve in the parties that 
really talk, 
  
   0422 - 16:11:520-16:14:263 I:   
      
if (F uh) there is such commitment 
among the parties, 
    
10 5.568 0447 - 16:35:368-16:39:132 N: 0434 - 16:39:160-16:41:815 I: TLS 3.439 
  
アジア地域の重鎮である日本 (にっぽ
ん)インドネシア 
Japan, Indonesia, Australia, all 
those 
  
  0448 - 16:39:380-16:40:936 N: 0435 - 16:42:048-16:43:256 I:   
  それからオーストラリア long established countries   
   0436 - 16:43:568-16:44:383 I:   
      in Asia     
12 5.48 0496 - 18:28:020-18:29:136 N: 0480 - 18:34:904-18:36:399 I: TLS 6.451 
  (F え<H>)様々な but there is a strong tendency   
  0497 - 18:29:500-18:30:368 N: 0481 - 18:36:880-18:40:207 I:   
  地域にある 
to ask for the (R cooperations; 
cooperation) from the regional 
organizations 
  
  0498 - 18:30:912-18:33:500 N:    
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    地域機構を活用しようという傾向        
14 7.316 0513 - 19:14:132-19:15:760 N: 0500 - 19:22:712-19:23:679 I: TLS 8.283 
  アジア全体を(V_喉の音) the organization   
  0514 - 19:16:204-19:18:232 N: 0501 - 19:24:192-19:25:576 I:   
  包含した政治的な (F a) which is comprehensive   
  0515 - 19:19:356-19:21:448 N: 0502 - 19:25:880-19:26:671 I:   
  機構というのはまだ残念ながら in its nature   
   0503 - 19:27:352-19:31:360 I:   
   
(F uh) in terms of its (F uh) terms 
of reference and (R con) coverage 
(F eh) in 
  
   0504 - 19:31:824-19:32:184 I:   
      Asia.     
16 6.4 0571 - 21:52:232-21:55:744 N: 0571 - 21:54:528-21:55:855 I: TLS 1.687 
  
<FV>他(ほか)の(R く<FV>)大きな国
に比べて(A ピーケーオー;ＰＫＯ)へ
の 
But in comparison with other   
  0572 - 21:56:088-21:57:432 N: 0572 - 21:56:320-21:57:135 I:   
  参加の姿勢がやはり big states   
  0573 - 21:57:708-21:58:632 N: 0573 - 21:57:640-21:57:791 I:   
  日本(にほん)の場合 the   
   0574 - 21:58:088-22:00:976 I:   
      
attitude toward PKO on the side of 
Japan 
    
19 6.524 0612 - 23:32:768-23:34:140 N: 0618 - 23:38:800-23:40:103 I: TLS 5.655 
  空からの爆撃  there is a trend to   
  0613 - 23:34:828-23:35:096 N: 0619 - 23:40:448-23:41:351 I:   
  (R くう) resort to   
  0614 - 23:35:304-23:36:280 N: 0620 - 23:41:648-23:42:055 I:   
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  空爆ですね the   
  0615 - 23:36:488-23:37:456 N: 0621 - 23:42:440-23:44:535 I:   
  をやったらどうだ air force to conduct air raids.   
  0616 - 23:37:676-23:39:292 N:    
    という傾向があるわけですね<SB>       
14 4.84 0628 - 23:58:820-24:00:736 N: 0627 - 24:00:584-24:02:232 I: SLS 0.212 
  (F え<H>)我々が時間がかかっても (F uh) No matter how long it might   
  0629 - 24:00:996-24:03:660 N: 0628 - 24:02:592-24:02:967 I:   
  
解決しなくちゃいけない問題だと思い
ます<SB> 
take   
   0629 - 24:03:512-24:04:863 I:   
   (F a) this (R safety issue)   
   0630 - 24:05:160-24:06:687 I:   
      security issue has to be resolved     
20 9.339 0687 - 26:28:928-26:32:548 N: 0693 - 26:36:256-26:38:784 I: TLS 5.831 
  
(F え<H>)共産主義制度が<FV>破
壊されていく過程で起きた 
(F e) we saw the expression of how 
nationalism 
  
  0688 - 26:32:880-26:33:872 N: 0694 - 26:39:120-26:41:808 I:   
  民族主義の 
was innovated in the process of 
the collapse of the communism 
  
  0689 - 26:34:072-26:34:796 N: 0695 - 26:42:320-26:43:007 I:   
  (F ま)一つの in the country.   
  0690 - 26:35:152-26:35:996 N:    
  表れ方    
  0691 - 26:37:592-26:38:267 N:    
    であったと       
29 11.69 0720 - 27:37:592-27:39:000 N: 0725 - 27:37:216-27:40:248 I: SLS -0.83 
  お互いの(R ちがいは) 
or some different culture, histories 
of the other countries. 
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  0721 - 27:39:532-27:40:888 N: 0726 - 27:40:728-27:42:936 I:   
  違いは違いとして 
We should congratulate the (R 
differe) (F uh) differences 
  
  0722 - 27:41:160-27:42:112 N: 0727 - 27:43:400-27:44:303 I:   
  これを認めると<SB> of the background   
  0723 - 27:42:868-27:46:396 N: 0728 - 27:45:160-27:46:135 I:   
  
またその違いをむしろ喜ぶ<H>という
そういう世界の 
of different groups.   
  0724 - 27:46:636-27:47:412 N: 0729 - 27:47:528-27:51:351 I:   
  多様さ 
(F uh) the diversity of the world (F 
uh) should be congratulated and 
respected. 
  
  0725 - 27:47:980-27:49:284 N:    
    それを意識しながら       
12 4.4 0735 - 28:14:084-28:15:132 N: 0742 - 28:17:328-28:20:135 I: TLS 2.907 
  日本(にほん)人がどうも 
and there is a (F e) trend that 
Japanese people tend to 
  
  0736 - 28:15:400-28:18:484 N: 0743 - 28:20:944-28:21:775 I:   
  
自信を失う傾向が強いようですけれ
ども 
(F um) lose   
   0744 - 28:22:032-28:23:280 I:   
      (F uh) its confidence.     
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13 3.456 0190 - 09:40:456-09:43:912 N: 0198 - 09:44:440-09:47:136 I: TLS 3.527 
  
(F で<H>)これは何(なに)かと言(ゆ)
うと<H>外に出て行った日本人 (にっ
That is the (F uh) (R people) 
Japanese people 
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ぽんじん)です<SB> 
   0199 - 09:48:608-09:50:495 I:   
      going out from Japan.     
11 4.544 0273 - 13:57:040-14:01:584 N: 0279 - 13:59:760-14:03:752 I: TLS 2.079 
    
(F あの<H>)新しい経済圏を作るとか
(F ま)そういう発想にも繋がっている
<SB> 
and there is some (R move; 
movement) which are creating the 
new economic zones 
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20 7.935 0012 - 00:35:920-00:36:695 N: 0015 - 00:39:856-00:41:488 I: TLS 1.383 
  私(わたし)が(R ぶん) (F uh) I had this occasion   
  0013 - 00:37:040-00:40:312 N: 0016 - 00:41:784-00:42:703 I:   
  
(F えと<H>)文字というものと向きあう
きっかけとなったのは 
that I found   
  0014 - 00:41:016-00:42:223 N: 0017 - 00:43:232-00:45:503 I:   
  案外小さな頃 (R が) 
(F uh) (R le) literature when I was 
young. 
  
  0015 - 00:42:696-00:43:855 N:    
    だったように思います<SB>       
9 2.752 0104 - 05:38:816-05:41:568 N: 0119 - 05:40:040-05:42:207 I: SLS -2.91 
  
中学校のときに書いた物語っていう
のは 
In junior high school days, I wrote   
   0120 - 05:43:496-05:44:959 I:   
      a story about the space     
17 5.896 0194 - 11:08:496-11:11:376 N: 0236 - 11:13:792-11:17:495 I: TLS 2.319 
  
そのとき自分が抱えている問題やス
トレスを 
the heroine had (R the problem) 
the similar problem that I used to 
  
 69 
have. 
  0195 - 11:12:048-11:14:392 N:    
    同じように主人公に設定して       
16 6.192 0204 - 11:52:208-11:56:023 N: 0249 - 11:54:152-11:54:671 I: SLS -0.74 
  
誰もが逆らうことができない年をとる
という現象に対して 
Nobody   
  0205 - 11:56:448-11:58:400 N: 0250 - 11:54:896-11:55:167 I:   
  憤りを感じる主人公<SB> could   
   0251 - 11:55:400-11:55:943 I:   
   resist   
   0252 - 11:56:320-11:56:879 I:   
   getting old,   
   0253 - 11:58:272-12:00:623 I:   
      
and the heroine (R get; got) angry 
about that fact. 
    
8 2.896 0208 - 12:11:064-12:13:960 N: 0256 - 12:13:704-12:17:624 I: TLS -0.23 
  
とにかく付き合うひとがほしいと願う
主人公<SB> 
And the heroines (R who) who's 
looking after somebody who can (F 
uh) 
  
   0257 - 12:18:208-12:19:095 I:   
      become the friend.     
18 9.496 0221 - 12:56:944-12:58:447 N: 0271 - 13:00:832-13:01:823 I: TLS 1.239 
  自分の書いた小説が The novel that I   
  0222 - 12:58:672-12:58:935 N: 0272 - 13:02:056-13:03:863 I:   
  (R いく) write becomes a movie   
  0223 - 12:59:368-12:59:991 N: 0273 - 13:04:448-13:07:175 I:   
  いくつか 
and then become (F uh) I become 
famous, that was my dream. 
  
  0224 - 13:01:440-13:02:383 N:    
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  映画化されて    
  0225 - 13:02:864-13:04:672 N:    
  有名人になるという夢を    
  0226 - 13:04:928-13:06:440 N:    
    思い描いていたのです<SB>       
34 13.66 0329 - 18:55:536-18:58:375 N: 0397 - 18:58:600-19:00:271 I: SLS -0.87 
  
偶然の積み重ねでデビューして有名
になって 
(F uh) She became famous   
  0330 - 18:59:344-19:01:023 N: 0398 - 19:01:128-19:03:159 I:   
  ある意味で成功を成し遂げた<SB> (F uh) by accident and became so   
  0331 - 19:01:840-19:02:591 N: 0399 - 19:03:384-19:04:719 I:   
  そんな(R かん) famous and successful.   
  0332 - 19:03:480-19:07:584 N: 0400 - 19:05:784-19:08:391 I:   
  
階段を上る同い年の彼女に対して対
抗してやろうという 
And (F uh) she was the about the 
same age as I am 
  
  0333 - 19:07:888-19:09:192 N: 0401 - 19:09:048-19:12:791 I:   
    よくわからない意地が 
and I have (F uh) this rivalry feeling 
and competitive feeling against her. 
    
36 12.79 0360 - 20:41:504-20:42:919 N: 0436 - 20:43:152-20:44:543 I: SLS -0.43 
  二十三歳の頃には When I was twenty three years old,   
  0361 - 20:43:408-20:46:871 N: 0437 - 20:48:368-20:50:599 I:   
  
人には一生のうちにこさなければなら
ないものがあるのか 
(F uh) was thinking that maybe the 
life 
  
  0362 - 20:48:368-20:48:751 N: 0438 - 20:50:880-20:53:775 I:   
  (R それ) 
(F uh) is the something 
demonstrating something that one 
must 
  
  0363 - 20:48:992-20:50:736 N: 0439 - 20:54:192-20:55:327 I:   
  それともないのかといったような overcome or   
 71 
  0364 - 20:51:176-20:54:296 N: 0440 - 20:55:704-20:57:719 I:   
  
答えの出ないテーマをもとに作品を
書いていました<SB> 
(F uh) should overcome or 
something. (F uh) 
  
   0441 - 20:58:096-20:59:911 I:   
      I was writing such a theme.     
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10 3.927 0002 - 00:02:936-00:04:783 N: 0001 - 00:07:784-00:13:215 I: TLS 10.28 
  文学の書物に書かれた 
Today I'd like to talk about 
imaginary cities written in the 
literature. I'd like to (F uh) ask your 
kind cooperation. 
  
  0003 - 00:05:432-00:06:863 N:    
    架空の都市について       
9 3.832 0058 - 02:18:704-02:21:440 N: 0042 - 02:22:296-02:27:583 I: TLS -1.35 
  
(F え<H>)そんな文学の中で書かれ
ている 
And those imaginary cities written 
in the literature (F uh) these are 
the focal point I'd like to discuss 
today. 
  
  0059 - 02:21:656-02:22:536 N:    
    架空都市を       
9 4.536 0065 - 02:35:080-02:39:616 N: 0047 - 02:38:944-02:42:255 I: TLS 2.535 
  
子供から大人まで楽しませてくれるス
ティーブンソンの宝島<SB> 
(F uh) Stevenson's (F um) 
Treasure Island (R who)(F uh) 
which 
  
   0048 - 02:42:664-02:45:711 I:   
      the (F um) children and adults can     
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enjoy and the 
9 4.583 0101 - 04:12:448-04:13:479 N: 0076 - 04:17:384-04:20:231 I: TLS 1.903 
  大西洋の 
(F uh) it was a big island which 
sank 
  
  0102 - 04:13:752-04:15:751 N: 0077 - 04:20:432-04:22:351 I:   
  海中に没したと云われる (F uh) in the (F um) Atlantic   
  0103 - 04:16:144-04:17:031 N: 0078 - 04:22:792-04:23:455 I:   
    大きな島 Ocean.     
10 5.536 0299 - 12:35:312-12:35:799 N: 0246 - 12:42:264-12:47:143 I: TLS 3.255 
  今 
And now (F uh) you can find three 
(F uh) remains of the housing (R 
so) sites (F uh) where 
  
  0300 - 12:36:224-12:37:751 N: 0247 - 12:47:624-12:49:999 I:   
  ここには彼がつくった 
(F uh, um) (R ne) Robinson Crusoe 
resided. 
  
  0301 - 12:38:160-12:39:367 N:    
  三つの(R きょじゅうあ)    
  0302 - 12:39:624-12:40:848 N:    
    (R ごっ)(R きょ)居住跡        
21 9.064 0333 - 13:52:936-13:54:720 N: 0277 - 13:56:416-14:01:655 I: TLS 2.919 
  彼が島で<H>初めて見た 
(F uh) you can find (F uh) the 
footprints of the human beings for 
the first time and also the guiding 
post 
  
  0334 - 13:54:920-13:56:360 N: 0278 - 14:01:992-14:03:407 I:   
  人間の足跡や which he himself erected.   
  0335 - 13:57:192-13:58:536 N:    
  彼自身が立てた    
  0336 - 13:58:872-13:59:584 N:    
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  道標(どうひょう)    
  0337 - 14:00:272-14:02:000 N:    
    みちしるべが立てられています<SB>       
13 4.495 0402 - 16:54:136-16:55:295 N: 0343 - 16:58:672-17:00:207 I: TLS 1.519 
  緑の海の下  (F uh) That's the country (F um)   
  0403 - 16:55:928-16:58:631 N: 0344 - 17:00:520-17:03:135 I:   
  
(A 五万四千 ;５４０００)マイルの所に
ある国です<SB> 
below the sea level of (F uh) fifty 
four thousand 
  
   0345 - 17:03:480-17:05:103 I:   
      below the (F um) sea level.     
6 3.367 0470 - 19:49:944-19:51:783 N: 0416 - 20:03:976-20:06:607 I: TLS 13.72 
  英国のリバプールに住む 
the group (R in) (F uh) living in 
Liverpool that is the Beatles. 
  
  0471 - 19:52:144-19:53:311 N:    
    音楽演奏家        
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9 4.232 0282 - 12:21:952-12:26:184 N: 0366 - 12:25:744-12:26:439 I: TLS 2.631 
  
車線の左側走行が(V_息)義務付け
られてる日本 (にほん)では 
In Japan,   
   0367 - 12:27:992-12:29:463 I:   
   car have to drive   
   0368 - 12:30:408-12:31:887 I:   
      (F ah) left side of the road,     
5 1.232 0410 - 17:19:504-17:20:736 N: 0505 - 17:27:200-17:27:607 I: TLS 7.415 
  そこで撮った写真で I   
   0506 - 17:28:600-17:30:591 I:   
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   use the photo (R I tock) I took   
   0507 - 17:30:832-17:31:183 I:   
      there     
11 3.175 0456 - 19:18:824-19:21:999 N: 0563 - 19:26:816-19:27:775 I: TLS 7.263 
  
日産との合併で話題を呼んだフラン
スのルノー社が 
made by Renault   
   0564 - 19:28:104-19:28:895 I:   
   who had a   
   0565 - 19:29:160-19:31:023 I:   
      business tie up with Nissan.     
＜スピーチ１０＞  
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15 5.272 0025 - 01:39:080-01:41:560 N: 0047 - 01:41:904-01:44:167 I: TLS 0.783 
  
私(わたくし)は特に混雑することで有
名な 
I'm commuting on the Odakyu line,   
  0026 - 01:41:784-01:44:352 N: 0048 - 01:44:416-01:45:663 I:   
  
小田急線という電車を利用していま
す<SB> 
which is famous for   
   0049 - 01:45:952-01:47:071 I:   
   it's (F uh) crowded<C>   
   0050 - 01:47:304-01:47:599 I:   
      ness.     
10 4.711 0086 - 05:41:736-05:42:991 N: 0156 - 05:47:128-05:48:631 I: TLS 5.151 
  オフピーク通勤  you might see a poster   
  0087 - 05:43:272-05:46:447 N: 0157 - 05:49:080-05:49:655 I:   
  
を訴えるポスターが貼られていたりし
ませんか<H><SB> 
(F uh)   
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   0158 - 05:50:560-05:52:231 I:   
   
(V_hemming) promoting the off 
peak 
  
   0159 - 05:52:544-05:53:255 I:   
      commuting.     
19 6.607 0185 - 12:25:080-12:26:815 N: 0330 - 12:27:128-12:29:519 I: TLS 1.495 
  それに驚異を感じつつ 
Some people might be threaten (R 
this fact; by this fact) 
  
  0186 - 12:27:696-12:31:687 N: 0331 - 12:29:856-12:31:383 I:   
  
対応に迫られている人々も多いという
悲劇を表してますよね<H><SB> 
but (R the some) (R they must)   
   0332 - 12:32:768-12:34:455 I:   
   (F uh) they must cope with this   
   0333 - 12:35:384-12:36:967 I:   
      actual situation.     
30 11.86 0187 - 12:38:664-12:40:647 N: 0334 - 12:42:784-12:43:472 I: TLS -1.7 
  入門書に関しては無いけれど There isn't   
  0188 - 12:41:464-12:43:663 N: 0335 - 12:46:568-12:50:863 I:   
  漫画雑誌や新聞に関しては 
(F uhm) some people leave the 
comics and newspapers on the 
  
  0189 - 12:44:176-12:46:367 N: 0336 - 12:51:408-12:52:687 I:   
  読み終わるとそれを持ち帰らず rack of the train   
  0190 - 12:47:480-12:50:519 N: 0337 - 12:53:384-12:57:647 I:   
  
列車の網棚に上げて降りていく人も
多くいます<SB> 
but the (R ra) rarely people leave 
the introduction books on the rack 
of 
  
   0338 - 12:58:624-12:59:255 I:   
      train.     
29 14.83 0191 - 12:56:416-12:58:072 N: 0339 - 12:59:968-13:01:679 I: SLS 2.839 
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  この網棚に上がったものを 
And some other people (R takes; 
take) 
  
  0192 - 12:58:272-13:00:032 N: 0340 - 13:01:944-13:02:607 I:   
  また別の人が手に取り the   
  0193 - 13:01:160-13:01:559 N: 0341 - 13:03:808-13:06:943 I:   
  また 
books or magazines or newspapers 
and 
  
  0194 - 13:02:288-13:03:671 N: 0342 - 13:07:216-13:08:623 I:   
  網棚に戻していく<SB> read it and later   
  0195 - 13:07:208-13:11:247 N: 0343 - 13:08:872-13:12:015 I:   
  
いつのまにか確立されている無意識
のリサイクルシステムが 
leave it on the rack again, and some 
other people 
  
   0344 - 13:12:632-13:13:367 I:   
   read them.   
   0345 - 13:13:776-13:14:791 I:   
   (R Su) So   
   0346 - 13:15:360-13:18:095 I:   
   
(F uh) in a sense, this is (R 
recycling 
  
   0347 - 13:18:624-13:20:119 I:   
   play) (F uh) (R te)   
   0348 - 13:21:872-13:23:191 I:   
      recycling     
25 9.816 0197 - 13:21:200-13:23:839 N: 0351b - 13:29:728-13:30:648 I: TLS 6.4 
  
また最近ではごみ箱に(R なげられ
た) 
And there is a new   
  0198 - 13:24:496-13:26:663 N: 0352 - 13:30:856-13:32:151 I:   
  投げ入れられた雑誌を拾い集めて type of recycling   
  0199 - 13:27:056-13:28:712 N: 0353 - 13:32:464-13:33:183 I:   
  夜の繁華街で安く売る in the city   
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  0200 - 13:28:960-13:31:016 N: 0354 - 13:33:696-13:37:431 I:   
  
というリサイクルも進んでいるようです
<SB> 
in which the people collect the 
magazines and newspapers 
  
   0355 - 13:37:760-13:39:327 I:   
   from the (R garbage) waste   
   0356 - 13:40:208-13:41:215 I:   
   (F uh) box   
   0357 - 13:42:184-13:44:335 I:   
      and sell it at the cheaper price.     
12 4.695 0235 - 16:06:664-16:11:359 N: 0423 - 16:09:472-16:11:015 I: TLS 1.415 
  
ポケットティッシュを機械的に配る制
服姿の人々が待ち受けています
<SB> 
there are many people   
   0424 - 16:11:480-16:14:263 I:   
   
(R delivering) handing in the pocket 
tissue 
  
   0425 - 16:14:512-16:15:351 I:   
      mechanically.     
15 5.895 0280 - 19:13:528-19:16:535 N: 0503 - 19:18:520-19:19:567 I: TLS 3.975 
  
夏でも冬でもお構い無しに水着写真
を 
advertisemen<C>   
  0281 - 19:16:944-19:19:423 N: 0504 - 19:19:768-19:19:839 I:   
  
大きく取り上げる漫画雑誌の広告
<SB> 
t   
   0505 - 19:20:280-19:21:639 I:   
   for the magazines   
   0506 - 19:22:368-19:23:575 I:   
   which shows (F uh)   
   0507 - 19:25:416-19:26:767 I:   
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   girls in   
   0508 - 19:27:408-19:28:751 I:   
      swimming suit     
5 1.711 0319 - 21:54:664-21:56:375 N: 0570 - 22:03:928-22:05:127 I: TLS 6.343 
  化粧直しをしている女性<SB> many girls are   
   0571 - 22:05:688-22:07:063 I:   
   (R change) changing their   
   0572 - 22:08:784-22:09:959 I:   
      (R ma) make ups,     
10 5.103 0322 - 22:04:328-22:05:919 N: 0573 - 22:10:368-22:12:559 I: TLS 5.631 
  床に座りこむ若者<SB> 
there's a couples kissing each 
other or (? su) 
  
  0323 - 22:07:392-22:09:431 N: 0574 - 22:13:072-22:15:631 I:   
    
そしてキスをする日本 (にほん)人カッ
プル<SB> 
the young people sitting on the 
floor of the train. 
    
14 4.96 0324 - 22:19:751-22:22:495 N: 0575 - 22:20:952-22:21:927 I: SLS -4.12 
  
そして携帯電話をじっと見詰めて過ご
している 
And there are   
  0325 - 22:22:984-22:24:711 N: 0576 - 22:22:328-22:23:439 I:   
  若い女性が多くなっています<SB> person who   
   0577 - 22:23:944-22:25:407 I:   
   
(R looking; are looking) at a cellular 
phone. 
  
   0578 - 22:25:800-22:28:639 I:   
      
There are many girls (R do) doing 
this thing. 
    
8 2.472 0343 - 23:26:576-23:29:048 N: 0601 - 23:33:040-23:34:999 I: TLS 5.728 
  携帯電話を一心に見詰めている姿は This girls on the train   
   0602 - 23:35:208-23:36:279 I:   
 79 
   (R watching at the)   
   0603 - 23:36:528-23:37:847 I:   
      watching the cellular phone     
13 4.464 0352 - 23:55:240-23:58:152 N: 0614 - 24:01:648-24:02:887 I: TLS 5.831 
  
列車内での携帯電話使用はお控えく
ださい 
there's an announcement tha<C>   
  0353 - 23:58:400-23:59:704 N: 0615 - 24:03:368-24:03:456 I:   
  とのアナウンスが流れます<SB> t   
   0616 - 24:03:776-24:04:463 I:   
   saying   
   0617 - 24:04:768-24:07:303 I:   
      
please refrain from using cellular 
phones. 
    
13 5.455 0371 - 25:11:656-25:13:911 N: 0651 - 25:19:344-25:20:975 I: TLS 7.319 
  そして携帯電話に接続して使う bringing the terminals   
  0372 - 25:14:864-25:17:111 N: 0652 - 25:21:544-25:23:927 I:   
    
携帯端末を持つ人も増えてきました
<SB> 
(F uh) connectable to the (R ki) 
cellular phones, 
    
8 2.424 0384 - 25:53:727-25:56:151 N: 0662 - 26:00:384-26:01:687 I: TLS 6.232 
  
ヘッドホンステレオを聴いている人の
姿も 
to see the people   
   0663 - 26:02:128-26:02:823 I:   
   using the   
   0664 - 26:03:240-26:04:031 I:   
      headphone.     
13 3.759 0386 - 26:01:616-26:05:375 N: 0665 - 26:05:112-26:06:016 I: TLS 2.415 
  
最近ではカセットよりもミニディスクを
持つ人が多くなってきました<SB> 
Many people   
   0666 - 26:06:224-26:08:543 I:   
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(F uh) (R brings; bring) the mini disc 
rather than 
  
   0667 - 26:08:896-26:10:943 I:   
      bringing the (F uh) Walkman.     
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19 8.791 0001 - 00:05:064-00:05:872 N: 0001 - 00:08:616-00:10:228 I: SLS 0 
  (F えーっと) Today, I'd like to talk about   
  0002 - 00:06:192-00:06:735 N: 0002 - 00:10:532-00:12:859 I:   
  本日は 
example-based spoken dialog 
system<SB> 
  
  0003 - 00:07:328-00:08:887 N: 0003 - 00:13:680-00:15:019 I:   
  対話事例を利用した This is my title <noise> o<C>   
  0004 - 00:09:352-00:10:399 N: 
0004 - 00:14:680-00:14:763 
I:<noise> 
  
  音声対話システム (前行に対応する無発話行を挿入）   
  0005 - 00:10:744-00:11:911 N: 0005 - 00:15:251-00:16:251 I:   
  というタイトルで f the speech<SB>   
  0006 - 00:12:280-00:13:855 N:    
    お話をさせていただきます<SB>       
35 19.2 0013 - 00:26:575-00:27:815 N: 0010 - 00:26:256-00:27:471 I: TLS -1.392 
  (F え)使いやすくて What we are trying to achieve   
  0014 - 00:30:976-00:31:359 N: 0011 - 00:28:108-00:30:471 I:   
  (F えー) is an interface that is easy to use,   
  0015 - 00:31:992-00:34:151 N: 
0012 - 00:31:536-00:31:787 
I:<noise> 
  
  <FV>(F えー)自動車の中などで使う (前行に対応する無発話行を挿入）   
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ときに 
  0016 - 00:34:648-00:35:263 N: 0013 - 00:33:160-00:35:131 I:   
  安全である<SB> at the same time it is safe to use,   
  0017 - 00:36:056-00:36:519 N: 0014 - 00:35:332-00:36:425 I:   
  それから for example, in a car<SB>   
  0018 - 00:37:056-00:37:511 N: 0015 - 00:38:980-00:40:348 I:   
  (F えー) And (X what is more important)   
  0019 - 00:37:735-00:38:991 N: 0016 - 00:40:592-00:41:835 I:   
  これ最も大事ですが what is most important is   
  0020 - 00:39:488-00:40:623 N: 0017 - 00:42:232-00:43:983 I:   
  自然な発話を to be able to recognize natural   
  0021 - 00:41:112-00:42:600 N: 0018 - 00:44:592-00:47:596 I:   
  認識して理解する(L と) 
dialog or conversation and to be 
able to understand it<SB> 
  
  0022 - 00:42:799-00:43:415 N:    
  いうような    
  0023 - 00:43:688-00:45:775 N:    
    
対話型(雑音  インターフェイスを)研
究(L しています)<SB> 
      
14 6.007 0263 - 07:57:664-07:58:031 N: 0218 - 08:08:448-08:08:855 I: TLS 10.471 
  (F えー) a   
  0264 - 07:58:592-07:59:543 N: 0219 - 08:11:056-08:12:807 I:   
  自然な発話  
(F uh) spoken dialog (W a) 
processing 
  
  0265 - 07:59:928-08:02:111 N: 0220 - 08:13:280-08:14:159 I:   
  というものを扱うことができる to cope with   
  0266 - 08:02:352-08:03:671 N: 0221 - 08:14:376-08:15:487 I:   
    音声対話の方法  spontaneous speech<SB>     
20 6.552 0286 - 08:37:416-08:37:863 N: 0234 - 08:46:296-08:50:087 I: TLS 8.391 
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  さらに 
and there's further possibility of 
increasing performance by 
increasing 
  
  0287 - 08:38:248-08:39:911 N: 0235 - 08:50:287-08:50:743 I:   
  事例の数を増やすことで the data<C>   
  0288 - 08:40:231-08:40:959 N: 0236 - 08:51:208-08:51:719 I:   
  性能が base itself<SB>   
  0289 - 08:41:272-08:43:968 N:    
    
向上する可能性がある(L と)いうこと
も分りました<SB> 
      
＜スピーチ１２＞  
形
態
素
数 
経
過
時
間 
日 文 英 文 
方
略
名 
訳
尾
話
頭 
重
複
時
間 
10 5.743 0145 - 05:07:776-05:08:735 N: 0122 - 05:16:068-05:17:067 I: TLS 7.879 
  文脈自由文<C> the analysis,   
  0146 - 05:09:072-05:09:576 N: 0123 - 05:19:520-05:21:107 I:   
  法と between the ones that use   
  0147 - 05:10:400-05:11:607 N: 0124 - 05:21:444-05:25:040 I:   
  有限状態オートマトン 
(F uh) finite state automaton and 
context free grammar<SB> 
  
  0148 - 05:12:400-05:13:519 N:    
    を用いた解析        
9 2.767 0150 - 05:17:704-05:20:471 N: 0125 - 05:30:208-05:32:815 I: SLS 7.336 
  
まず文脈自由文法を用いた解析で
すが 
If you use CFG or context free 
grammar 
  
   0126 - 05:33:140-05:33:903 I:   
      to analyze,     
19 7.559 0152 - 05:24:136-05:24:807 N: 0127 - 05:34:716-05:36:379 I: TLS 9.767 
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  まず一つ it has (W a) capacity to   
  0153 - 05:25:032-05:27:672 N: 0128 - 05:37:264-05:40:651 I:   
  自然言語文を正確に解析する 
accurately analyze natural spoken 
language, but it takes time<SB> 
  
  0154 - 05:28:448-05:29:223 N:    
  ということができる    
  0155 - 05:30:352-05:31:695 N:    
    という能力を持っています<SB>       
11 3.776 0161 - 05:44:888-05:46:248 N: 0131 - 05:46:900-05:48:483 I: SLS 1.231 
  こちらは処理が早い 
it is (W a) high-speed 
processing<SB> 
  
  0162 - 05:46:800-05:48:664 N: 0132 - 05:49:128-05:50:479 I:   
    という利点を持っていますが It's a benefit of that<SB>     
20 8.823 0163 - 05:49:880-05:52:232 N: 0133 - 05:54:388-05:55:835 I: TLS 0.599 
  必ずしも全ての自然言語文 (? を) But a bad point is that   
  0164 - 05:52:936-05:54:960 N: 0134 - 05:56:032-06:00:232 I:   
  正確に解析できるとは限らない 
it's not always a case that all 
spoken language will be accurately 
analyzed, 
  
  0165 - 05:56:184-05:56:559 N:    
  という    
  0166 - 05:57:032-05:58:703 N:    
    欠点も併せ持っています<SB>       
61 32.98 0192 - 06:53:432-06:54:319 N: 0152 - 07:02:112-07:03:839 I: SLS 0.767 
  この(S 変換) So by transforming CFG   
  0193 - 06:55:280-06:55:383 N: 0153 - 07:04:536-07:05:439 I:   
  <FV> to FSA,   
  0194 - 06:55:904-06:57:127 N: 0154 - 07:13:000-07:13:479 I:   
  文脈自由文法を this   
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  0195 - 06:57:408-07:00:208 N: 0155 - 07:14:624-07:15:943 I:   
  
有限状態オートマトンに変換すること
によって 
transformed FSA   
  0196 - 07:00:455-07:00:695 N: 0156 - 07:16:496-07:17:783 I:   
  この will have the same   
  0197 - 07:01:312-07:02:808 N: 0157 - 07:18:376-07:20:455 I:   
  有限状態オートマトンが characteristics as (D e) CFG,   
  0198 - 07:06:848-07:09:144 N: 0158 - 07:21:024-07:21:935 I:   
  
この(A シーエフジー;ＣＦＧ)文脈(W 
じゆん;自由)文法と 
so it is   
  0199 - 07:09:355-07:10:791 N: 0159 - 07:22:224-07:23:823 I:   
  同じような能力を持ち accurate processing and   
  0200 - 07:11:160-07:11:615 N: 0160 - 07:24:680-07:27:135 I:   
  さらに 
since it is FSA, it is (W a) 
fast-speed processing<SB> 
  
  0201 - 07:13:096-07:16:703 N: 0161 - 07:29:040-07:32:287 I:   
  
この有限状態オートマトンを用いて解
析を行うことによって 
So it has a good point of the both 
two types of parsing<SB> 
  
  0202 - 07:17:424-07:18:903 N:    
  高速に解析できるという<C>    
  0203 - 07:20:528-07:20:823 N:    
  ように    
  0204 - 07:21:184-07:21:663 N:    
  二つ    
  0205 - 07:22:072-07:23:255 N:    
  の長所を組み合わせた    
  0206 - 07:24:808-07:25:272 N:    
  解析     
  0207 - 07:25:560-07:26:407 N:    
    となっています<SB>       
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19 5.767 0209 - 07:29:752-07:30:351 N: 0162 - 07:35:624-07:36:359 I: TLS 2.535 
  実際の Let me   
  0210 - 07:31:552-07:33:551 N: 0163 - 07:37:904-07:40:823 I:   
  有限状態オートマトンを用いた 
(noise cite a specific case study of 
(W the)) (F uh) 
  
  0211 - 07:33:808-07:34:383 N: 
0164 - 07:38:184-07:40:479 
I:<noise> 
  
  解析の (前行に対応する無発話行を挿入）   
  0212 - 07:34:696-07:35:519 N: 
0165 - 07:41:024-07:41:207 
I:<noise> 
  
  例なんですが (前行に対応する無発話行を挿入）   
   0166 - 07:41:496-07:43:143 I:   
      parsing using FSA<SB>     
＜スピーチ１３＞  
形
態
素
数 
経
過
時
間 
日 文 英 文 
方
略
名 
訳
尾
話
頭 
重
複
時
間 
11 6.783 0001 - 00:05:664-00:06:463 N: 0001 - 00:10:656-00:15:279 I: TLS 0 
  本日は 
My topic today is multi-lingual 
on-line dialog environment<SB> 
  
  0002 - 00:07:320-00:08:255 N: 0002 - 00:17:296-00:18:975 I:   
  多言語間  And I'm going talk about   
  0003 - 00:08:680-00:10:655 N:    
  オンライン対話支援システム    
  0004 - 00:11:336-00:12:447 N:    
    というタイトルで       
10 4.439 0103 - 03:05:832-03:06:743 N: 0068 - 03:19:184-03:21:399 I: TLS 12.24 
  文法的に 
there're sentences (W are;which 
are) not grammatically correct<SB> 
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  0104 - 03:07:064-03:08:111 N:    
  正しくないような    
  0105 - 03:08:384-03:09:007 N:    
  (F まあ)そうした    
  0106 - 03:09:344-03:10:271 N:    
    くだけた文が       
＜スピーチ１４＞  
形
態
素
数 
経
過
時
間 
日 文 英 文 
方
略
名 
訳
尾
話
頭 
重
複
時
間 
5 1.992 0048 - 01:17:056-01:19:048 N: 0029 - 01:19:696-01:22:343 I: TLS 2.231 
    (F えー)今まで作られたシステム 
the systems (W a) thus developed 
so far 
    
27 7.743 0140 - 04:06:960-04:09:327 N: 0102 - 04:10:176-04:12:999 I: TLS 2.311 
  (F えー)漸進的な話言葉処理 (L と) 
(W a) in terms of processing (F 
awo) <FV> design, 
  
  0141 - 04:09:776-04:11:343 N: 0103 - 04:13:848-04:14:295 I:   
  いうものを基本にしたですね (F umm)   
  0142 - 04:11:696-04:12:384 N: 0104 - 04:14:608-04:18:295 I:   
  設計(L と) 
approach will be based upon (W a) 
the incremental spoken language 
processing<SB> 
  
  0143 - 04:13:080-04:14:703 N:    
    
いうアプローチを取りたいと思います
<SB> 
      
13 5.087 0182 - 05:21:320-05:23:919 N: 0129 - 05:25:824-05:26:711 I: TLS 3.743 
  
(F えー)講演において使われるような
言語<C> 
(F ah) the knowledge   
  0183 - 05:24:600-05:26:407 N: 0130 - 05:27:536-05:28:551 I:   
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  的な知識であるとかあるいは on the language   
   0131 - 05:29:000-05:30:479 I:   
   and knowledge on the   
   0132 - 05:31:408-05:31:831 I:   
   (F um)   
   0133 - 05:32:568-05:32:959 I:   
   (F umm)   
   0134 - 05:33:472-05:36:527 I:   
   
expert area including (F ah) 
technical terms, (W a) such 
  
   0135 - 05:37:190-05:38:524 I:   
      
(F ah) (W will;will be) expected (W 
lecture;in lecture)<SB> 
    
＜スピーチ１５＞  
形
態
素
数 
経
過
時
間 
日 文 英 文 
方
略
名 
訳
尾
話
頭 
重
複
時
間 
12 4.496 0002 - 00:06:352-00:08:672 N: 0002 - 00:08:004-00:09:199 I: SLS 1.244 
  派生文法に基づく日本語処理  (F ah) Japanese   
  0003 - 00:08:911-00:10:848 N: 0003 - 00:10:672-00:15:167 I:   
  とその応用というタイトルで 
processing based on (W 
deliberation;derivation) of grammar 
and (F uh) (X its pa) its application 
  
   0004 - 00:15:632-00:18:039 I:   
      is a theme of (W a) by (F ah) lecture,     
14 5.08 0021 - 00:47:864-00:49:047 N: 0020 - 00:54:744-00:57:551 I: SLS 6.231 
  (F えー)この中で(F えー) 
(F ah) First comes to morphological 
analysis, 
  
  0022 - 00:49:288-00:50:799 N:    
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  一番最初にあるのが(F えー)    
  0023 - 00:51:152-00:52:944 N:    
    形態素解析になります<SB>       
15 8.576 0072 - 02:42:048-02:44:511 N: 0071 - 02:49:304-02:52:023 I: SLS 6.712 
  
(F えーこれは)(F えー)皆さんが(F 
えー) 
This issue was programmers you 
might have learned in (F ah) 
  
  0073 - 02:44:976-02:47:655 N: 0072 - 02:52:176-02:52:207 I:<noise>   
  小学校か中学校で習った (前行に対応する無発話行を挿入）   
  0074 - 02:48:104-02:49:103 N: 0073 - 02:52:352-02:53:911 I:   
  学校文法  
elementary school and junior high 
school<SB> 
  
  0075 - 02:49:704-02:50:624 N: 0074 - 02:54:494-02:54:850 I:   
  というやつです<SB> In   
   0075 - 02:55:051-02:56:688 I:   
      (W a) school grammar, the verb     
10 4.6 0156 - 05:28:256-05:29:167 N: 0141 - 05:33:016-05:36:111 I: SLS 4.559 
  それが(F えー) 
That is called, <noise> which I am 
going to (X talk to) (F ah) explain to 
you, 
  
  0157 - 05:29:672-05:31:007 N: 0142 - 05:33:872-05:33:991 I:<noise>   
  ここで紹介する(F えー) (前行に対応する無発話行を挿入）   
  0158 - 05:31:232-05:32:856 N: 0143 - 05:36:744-05:38:087 I:   
    派生文法であります<SB> (F ah) derivational grammar<SB>     
13 3.928 0169 - 05:54:648-05:57:735 N: 0152 - 06:00:888-06:03:159 I: TLS 5.791 
  
(F えー)その部分に着目している
のが(F えー)この派生文法  
And derivational grammar really (F 
ah) 
  
  0170 - 05:58:016-05:58:576 N: 
0153 - 06:03:392-06:03:447 
I:<tongue> 
  
  であります<SB> (前行に対応する無発話行を挿入）   
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   0154 - 06:03:768-06:07:159 I:   
      
(W a) (W focus;focuses, focused) on 
this common property of (W 
agglutinete;agglutination)<SB> 
    
＜スピーチ１６＞  
形
態
素
数 
経
過
時
間 
日 文 英 文 
方
略
名 
訳
尾
話
頭 
重
複
時
間 
10 6.807 0007 - 00:21:936-00:22:215 N: 0007 - 00:32:346-00:33:033 I: SLS 8.955 
  この (F ah) The   
  0008 - 00:22:520-00:25:543 N: 0008 - 00:33:472-00:36:387 I:   
  
機械翻訳の(F えー)一番基礎となる
ものは 
(F uh) research basis first is the 
research to do 
  
  0009 - 00:25:936-00:26:936 N: 0009 - 00:36:772-00:37:427 I:   
  テキスト翻訳  (W a) the (D at)   
  0010 - 00:27:736-00:28:743 N: 0010 - 00:37:628-00:38:020 I:   
  という研究です<SB> (F ah)   
   
0011 - 00:38:124-00:38:319 
I:<noise> 
  
   (前行に対応する無発話行を挿入）   
   0012 - 00:38:264-00:39:179 I:   
   (noise translation) of (W a) (D s)   
   0013 - 00:39:708-00:42:076 I:   
      
written language that is called text 
translation<SB> 
    
9 3.696 0072 - 02:18:664-02:19:600 N: 0055 - 02:24:064-02:28:904 I: TLS 2.496 
  (F えー)そのような 
(F ah) In those (F ah) two <FV> 
languages with different (F uh) 
word order, 
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  0073 - 02:19:807-02:22:360 N:    
    語順が大きく異なる言語間では       
＜スピーチ１７＞  
形
態
素
数 
経
過
時
間 
日 文 英 文 
方
略
名 
訳
尾
話
頭 
重
複
時
間 
10 4.92 0024 - 00:45:496-00:46:503 N: 0015 - 00:44:292-00:45:907 I: TLS -1.5 
  (F え)気象情報を it's a conversational system   
  0025 - 00:47:064-00:48:351 N: 0016 - 00:46:364-00:48:272 I:   
  (X 知らせて)教えてくれる 
and gives you weather 
information<SB> 
  
  0026 - 00:49:072-00:50:416 N:    
    システムとなっております<SB>       
17 10.023 0030 - 00:56:360-00:57:343 N: 0020 - 00:57:468-00:58:468 I: TLS 0.52 
  (F え)このシステムは And this system   
  0031 - 00:58:112-00:59:599 N: 0021 - 00:59:880-01:01:852 I:   
  (F え)ファーストフードの店員  is used at first food stores   
  0032 - 00:59:880-01:00:935 N: 0022 - 01:02:260-01:02:683 I:   
  に替わって and   
  0033 - 01:01:408-01:02:271 N: 0023 - 01:03:119-01:05:067 I:   
  (F え)ハンバーガー(L の) in place of employees<SB>   
  0034 - 01:02:528-01:03:191 N: 0024 - 01:05:584-01:06:671 I:   
  注文を It takes (S orders),   
  0035 - 01:04:120-01:05:439 N: 0025 - 01:07:148-01:08:272 I:   
  (F えー)受け付けてくれる (W for) hamburger orders<SB>   
  0036 - 01:05:672-01:06:383 N:    
    システムです<SB>       
22 10.016 0043 - 01:16:752-01:17:527 N: 0031 - 01:18:180-01:19:215 I: SLS 0.33 
  (F え)このメールは And this mail   
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  0044 - 01:17:816-01:18:072 N: 0032 - 01:20:204-01:22:483 I:   
  (F えー) takes Japanese spoken language,   
  0045 - 01:18:280-01:20:055 N: 0033 - 01:22:752-01:23:727 I:   
  日本語の話し言葉を understands it,   
  0046 - 01:20:456-01:21:487 N: 0034 - 01:24:288-01:24:659 I:   
  (F ま)理解いたしまして and   
  0047 - 01:22:288-01:23:135 N: 0035 - 01:24:992-01:25:800 I:   
  (F えー)電子メールの it helps you do   
  0048 - 01:23:536-01:25:127 N: 0036 - 01:26:004-01:27:275 I:   
  (F ま)管理を行ってくれる e-mail management<SB>   
  0049 - 01:25:376-01:26:768 N: 0037 - 01:28:068-01:29:499 I:   
    音声対話システムです<SB> It's a conversation system<SB>     
20 7.351 0097 - 02:51:400-02:53:015 N: 0078 - 02:52:828-02:53:228 I: SLS 0.82 
  (F え)(F ま)タスクドメインの数だけ So,   
  0098 - 02:53:368-02:55:223 N: 0079 - 02:53:772-02:55:323 I:   
  音声入力つまりマイクの数が the number of task domains   
  0099 - 02:55:712-02:56:399 N: 0080 - 02:55:536-02:56:203 I:   
  (F ま)存在する decides   
  0100 - 02:56:952-02:58:751 N: 0081 - 02:56:456-02:59:104 I:   
  というような問題点が起きまして 
the number of microphones or the 
audio input<SB> 
  
   0082 - 02:59:380-03:00:192 I:   
      That's the problem<SB>     
13 5.263 0198 - 05:46:480-05:47:279 N: 0157 - 05:51:900-05:55:596 I: TLS 5.18 
  独立した 
this should be a collection of 
conversational system that can 
process 
  
  0199 - 05:47:496-05:48:559 N: 0158 - 05:55:803-05:57:728 I:   
  (F ま)単一ドメインを independent single domains<SB>   
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  0200 - 05:49:384-05:51:743 N:    
    
処理する音声対話システムの集合
である 
      
8 3.031 0205 - 05:59:344-06:00:903 N: 0162 - 06:05:730-06:08:626 I: TLS 5.52 
  (F え)単一ドメインを処理する 
conversational system that 
process single domains 
  
  0206 - 06:01:480-06:02:375 N:    
    音声対話システム       
8 2 0238 - 07:10:960-07:12:960 N: 0194 - 07:14:138-07:15:525 I: TLS 2.51 
    
そしてこのシステム内に流れるデー
タを 
And the data that goes into here,     
＜スピーチ１８＞  
形
態
素
数 
経
過
時
間 
日 文 英 文 
方
略
名 
訳
尾
話
頭 
重
複
時
間 
15 5.799 0096 - 02:12:280-02:12:543 N: 0057 - 02:18:068-02:19:423 I: TLS 4.8 
  この if you take the sentence,   
  0097 - 02:12:904-02:13:343 N: 0058 - 02:19:996-02:20:623 I:   
  (Q 店で (Q at the store)   
  0098 - 02:13:568-02:14:624 N: 0059 - 02:21:384-02:21:896 I:   
  彼の友達に (Q I met)   
  0099 - 02:14:896-02:16:376 N: 0060 - 02:24:152-02:24:619 I:   
  会った)っていったような (Q his)   
  0100 - 02:16:984-02:18:079 N: 0061 - 02:25:088-02:25:739 I:   
    文を考えますと (Q friend),     
12 2.551 0262 - 06:13:800-06:16:351 N: 0164 - 06:15:256-06:17:539 I: TLS -0.1 
  
この制約を満たすような係り受け構
造っていうものを 
And we need to fulfill those three 
limitations 
  
   0165 - 06:17:944-06:20:103 I:   
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in creating dependency 
structure<SB> 
    
17 4.399 0306 - 07:29:320-07:31:688 N: 0206 - 07:48:880-07:50:515 I: SLS 18.7 
  
二つの同じ動詞に係るといったよう
な 
regarding these two phrasal units,   
  0307 - 07:31:896-07:33:719 N: 0207 - 07:50:930-07:53:106 I:   
    構造を作成することができます<SB> 
we can create a dependency 
structure<SB> 
    
＜スピーチ１９＞  
形
態
素
数 
経
過
時
間 
日 文 英 文 
方
略
名 
訳
尾
話
頭 
重
複
時
間 
22 8.031 0001 - 00:05:048-00:07:680 N: 0001 - 00:05:504-00:05:999 I: SLS 0 
  本日は漸進的な話し言葉処理に Today,   
  0002 - 00:07:952-00:08:431 N: 0002 - 00:07:304-00:09:136 I:   
  基づく a spoken dialog mail tool   
  0003 - 00:08:808-00:10:056 N: 0003 - 00:09:384-00:11:588 I:   
  音声対話メールツール based on incremental processing   
  0004 - 00:10:352-00:11:239 N: 0004 - 00:11:992-00:14:475 I:   
  (F え)こういうタイトルで 
and that is the title of my 
presentation today<SB> 
  
  0005 - 00:11:480-00:13:079 N:    
    
(F えっと)話をさしていただきます
<SB> 
      
39 17.74 0006 - 00:15:824-00:16:559 N: 0005 - 00:16:564-00:17:487 I: TLS -1 
  (F えー)近年 In recent years,   
  0007 - 00:17:296-00:17:679 N: 0006 - 00:19:128-00:19:943 I:   
  (F えー) many people   
  0008 - 00:18:336-00:19:119 N: 0007 - 00:20:424-00:21:468 I:   
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  多くの人が who in the past,   
  0009 - 00:19:584-00:20:399 N: 0008 - 00:22:144-00:23:748 I:   
  今まで(F まあ) have never had the opportunity    
  0010 - 00:20:856-00:22:119 N: 0009 - 00:24:100-00:27:400 I:   
  コンピュータを使う機会が 
or much opportunity to use 
computers like elderly people, 
  
  0011 - 00:22:672-00:23:735 N: 0010 - 00:27:644-00:28:309 I:   
  あまりなかったような children,   
  0012 - 00:24:224-00:25:399 N: 0011 - 00:28:724-00:29:934 I:   
  (F まあ)お年寄りですとか even such people   
  0013 - 00:26:032-00:26:711 N: 0012 - 00:30:968-00:32:263 I:   
  (F まあ)子供たち have more opportunities   
  0014 - 00:27:112-00:28:255 N: 0013 - 00:32:464-00:33:554 I:   
  そういった人たちにも to use the computer<SB>   
  0015 - 00:28:832-00:30:511 N:    
  
(F えっと)コンピュータを使用する機
会 
   
  0016 - 00:30:960-00:31:655 N:    
  こういったものが    
  0017 - 00:32:328-00:33:559 N:    
    多くなってきています<SB>       
17 6.759 0023 - 00:45:392-00:46:879 N: 0020 - 00:48:062-00:49:698 I: SLS 2.4 
  もっと親しみやすいような we need more user-friendly   
  0024 - 00:47:560-00:48:807 N: 0021 - 00:49:913-00:50:922 I:   
  
(F えーっと)インターフェースというも
のが 
interfaces<SB>   
  0025 - 00:49:456-00:49:991 N: 0022 - 00:51:996-00:53:410 I:   
  望まれる<SB> That is the situation today<SB>   
  0026 - 00:50:152-00:52:151 N:    
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こういったような状況になってきてい
ます<SB> 
      
15 6.367 0038 - 01:14:632-01:15:167 N: 0034 - 01:16:708-01:18:094 I: TLS 1.9 
  最も one of the most general   
  0039 - 01:15:632-01:16:375 N: 0035 - 01:18:448-01:19:026 I:   
  一般的な ways   
  0040 - 01:16:792-01:17:712 N: 0036 - 01:19:312-01:20:812 I:   
  (F まあ)相手に対して of getting your intent   
  0041 - 01:18:176-01:18:959 N: 0037 - 01:21:414-01:23:003 I:   
  意志を伝える communicated to others<SB>   
  0042 - 01:19:656-01:20:999 N:    
    (F えー)その手段でありまして       
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30 12.684 0144 - 04:23:696-04:24:207 N: 0096 - 04:15:984-04:16:463 I: TLS -12 
  でその This is   
  0145 - 04:24:704-04:25:359 N: 0097 - 04:16:703-04:17:415 I:   
  範囲で one   
  0146 - 04:25:584-04:26:559 N: 0098 - 04:17:663-04:18:359 I:   
  可能な限り way   
  0147 - 04:27:264-04:28:487 N: 0099 - 04:18:647-04:19:671 I:   
  (F えー)早い段階で to determine   
  0148 - 04:29:464-04:29:871 N: 0100 - 04:20:039-04:21:503 I:   
  構文<C> the output timing<SB>   
  0149 - 04:30:296-04:31:036 N: 0101 - 04:26:503-04:28:095 I:   
  的な関係  And within that   
  0150 - 04:31:037-04:31:295 N:<雑音 0102 - 04:29:303-04:30:015 I:   
 96 
> 
  (前行に対応する無発話行を挿入） delay,   
  0151 - 04:31:412-04:32:435 N: 0103 - 04:31:424-04:31:927 I:   
  そういう情報を we   
  0152 - 04:32:848-04:33:555 N: 0104 - 04:32:175-04:33:143 I:   
  出力してやる have to   
  0153 - 04:33:744-04:34:963 N: 0105 - 04:34:847-04:35:719 I:   
  というような枠組みに output   
  0154 - 04:35:468-04:36:380 N: 0106 - 04:36:431-04:37:831 I:   
    (F えー)なっております<SB> as earliest possible<SB>     
19 9.44 0301 - 08:53:463-08:57:391 N: 0186 - 08:55:439-08:56:095 I: TLS 0.98 
  
(F えー)今回はその漸進的構文解
析において 
This time,   
  0302 - 08:58:055-08:59:447 N: 0187 - 08:56:415-08:57:231 I:   
  出力のタイミングを we're trying   
  0303 - 09:00:088-09:01:872 N: 0188 - 08:57:551-09:00:263 I:   
  (F まあ)決定する手法を 
to propose a technique to 
determine 
  
  0304 - 09:02:088-09:02:903 N: 0189 - 09:01:415-09:03:415 I:   
  提案しました<SB> the output timing   
   0190 - 09:03:703-09:05:191 I:   
   in a dynamical manner   
   0191 - 09:05:583-09:06:719 I:   
   in the incremental   
   0192 - 09:06:983-09:08:287 I:   
      parsing analysis<SB>     
＜スピーチ２１＞  
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9 4.391 0014 - 00:29:976-00:31:120 N: 0013 - 00:35:967-00:41:463 I: TLS 5.7 
  言語の違う人  
more opportunities for people to 
communicate with people speaking 
different languages<SB> 
  
  
0015 - 00:31:344-00:31:376 N:<雑
音> 
   
  (前行に対応する無発話行を挿入）    
  0016 - 00:31:960-00:32:127 N:    
  と    
  0017 - 00:32:424-00:33:479 N:    
  コミュニケーションを    
  0018 - 00:33:792-00:34:367 N:    
    とる機会       
15 8.039 0064 - 01:52:976-01:54:000 N: 0047 - 01:59:776-02:00:352 I: SLS 6.3 
  同時通訳者が how   
  0065 - 01:54:696-01:55:312 N: 0048 - 02:00:784-02:01:895 I:   
  実際に the interpreters   
  0066 - 01:55:848-01:56:407 N: 0049 - 02:03:688-02:04:464 I:   
  どのように translate<SB>   
  0067 - 01:56:856-01:57:711 N: 0050 - 02:04:624-02:07:495 I:   
  通訳しているか 
We tried to use their skills and 
know-hows 
  
  0068 - 01:58:520-01:58:943 N:    
  という    
  0069 - 01:59:392-02:00:159 N:    
  ノウハウや    
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  0070 - 02:00:584-02:01:015 N:    
    知識        
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形
態
素
数 
経
過
時
間 
日 文 英 文 
方
略
名 
訳
尾
話
頭 
重
複
時
間 
13 7.079 0071 - 02:52:512-02:53:367 N: 0066 - 02:55:423-02:56:463 I: SLS 2.65 
  再生  the (Q replay),   
  0072 - 02:53:936-02:54:615 N: 0067 - 02:56:860-02:57:907 I:   
  早送り (Q fast forward),   
  0073 - 02:55:072-02:55:535 N: 0068 - 02:58:100-02:58:779 I:   
  少し (Q a little),   
  0074 - 02:56:152-02:57:271 N: 0069 - 02:59:144-03:01:827 I:   
  などといったものが 
they are key words for this 
analysis<SB> 
  
  0075 - 02:57:488-02:59:591 N:    
    そのキーワードとなっています<SB>       
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17 9.727 0022 - 00:50:760-00:52:207 N: 0024 - 00:53:664-00:54:999 I: SLS 2.319 
  英語を話す人と when (F ah) English speaker   
  0023 - 00:52:704-00:54:575 N: 0025 - 00:55:360-00:56:575 I:   
  (F えー)日本語を話す人が and a Japanese speaker   
  0024 - 00:55:040-00:55:759 N: 0026 - 00:57:392-00:58:679 I:   
  (F えー) talks with each other,   
  0025 - 00:56:680-00:57:455 N: 0027 - 01:00:184-01:01:247 I:   
  対話をする this is one situation,   
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  0026 - 00:58:016-00:58:903 N:    
  といったような    
  0027 - 00:59:232-01:00:487 N:    
    (F えー)状況や       
6 3.056 0032 - 01:06:527-01:07:200 N: 0031 - 01:09:960-01:11:999 I: TLS 2.112 
  英語で a lecture is given in English,   
  0033 - 01:07:448-01:08:535 N:    
  行われるような    
  0034 - 01:08:888-01:09:583 N:    
    (F え)講演        
22 14.06 0144 - 04:16:288-04:17:911 N: 0117 - 04:20:872-04:23:087 I: SLS 4.567 
  (F えー)このように from among (F uh) that many   
  0145 - 04:18:456-04:21:495 N: 0118 - 04:23:624-04:28:087 I:   
  (F え)たくさんある待遇表現の中から 
(F um) polite expressions, we have 
to (X choose (F uh) a) (D goo) 
choose a good one<SB> 
  
  0146 - 04:21:896-04:23:344 N: 0119 - 04:28:552-04:30:135 I:   
  (F えー)どの表現を And we have to make rules   
  0147 - 04:23:552-04:24:479 N: 0120 - 04:30:336-04:31:407 I:   
  使うのがいいか for the selection   
  0148 - 04:24:856-04:25:520 N: 0121 - 04:31:864-04:33:103 I:   
  といった of the good expression<SB>   
  0149 - 04:25:776-04:27:583 N:    
  (F えー)選択規則を    
  0150 - 04:27:992-04:28:959 N:    
  作らなければ    
  0151 - 04:29:896-04:30:351 N:    
    ならない       
＜スピーチ２４＞  
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15 8.623 0120 - 03:19:912-03:20:479 N: 0078 - 03:25:315-03:27:684 I: SLS 5.18 
  (F ま)ケンは 
(Q Ken studied English 
somewhere)<SB> 
  
  0121 - 03:21:320-03:21:495 N: 0079 - 03:28:684-03:30:511 I:   
  (F ま) This is one way to interpret<SB>   
  0122 - 03:21:760-03:22:343 N:    
  どこかで    
  0123 - 03:23:384-03:24:719 N:    
  (F ま)英語を勉強したと    
  0124 - 03:26:368-03:26:951 N:    
  いうふうな    
  0125 - 03:27:272-03:28:535 N:    
    解釈の方法と       
6 3.815 0291 - 08:21:968-08:22:279 N: 0184 - 08:24:556-08:25:719 I: TLS 2.14 
  この these (F uhh)   
  0292 - 08:22:536-08:23:295 N: 0185 - 08:27:124-08:30:028 I:   
  あらかじめ 
(F uh) semantic information 
acquired before hand 
  
  0293 - 08:23:688-08:24:439 N:    
  手に入れた    
  0294 - 08:24:848-08:25:783 N:    
    (F め)意味情報        
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 101 
17 6.159 0077 - 03:01:712-03:06:088 N: 0080 - 03:03:928-03:04:319 I: SLS 0.391 
  
(F えー)そういう意味で今のようなア
ドホックなコミュニケーションを支援す
るための 
So,   
  0078 - 03:06:384-03:07:871 N: 0081 - 03:04:807-03:06:223 I:   
  (F えー)携帯情報システム (F uh) the adhoc communication   
   0082 - 03:06:936-03:08:543 I:   
   should be supported (F uh)   
   0083 - 03:08:800-03:10:863 I:   
      
through the portable information 
system 
    
12 3.815 0172 - 06:39:344-06:43:159 N: 0175 - 06:45:056-06:46:319 I: SLS 4.223 
  
多くは(X 無線ネットワークですね)無
線通信によって作られるネットワーク
です<SB> 
The network is (F uh)   
   0176 - 06:46:680-06:48:103 I:   
      (F uh) wireless network is used     
15 3.416 0212 - 08:21:008-08:24:424 N: 0217 - 08:23:456-08:26:015 I: TLS 1.871 
  
アドホックな(? ネットワーク)が構築す
るエージェントネットワークというのを
使うことによって 
and the agent network to construct 
the (F uh) 
  
   0218 - 08:26:496-08:27:879 I:   
      (F uh) adhoc network     
 
 
 
